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ウイグル文 ク トル グ印文書

松 井 太

は じめに

19世 紀末から20世 紀初頭にかけて各国の中央アジア探検隊により将来 され

た,い わゆるウイグル語世俗文書のなかには,物 件(金 銭 ・人的労働力 をも含

む)の供出を命令する公文書が存在する.こ れらの公文書は,総 じて冒頭に①十

二支獣紀年 ・月日が記され,次 に②物件供出の理由 ・目的,③ 供出物件 とその

数量,④ 供出負担者がゴ場合によっては順序を変えつつ記され,最 後に⑤供出

命令文言が記されるとい う書式を有 し,公 文書としての公証力 ・効力をもたせ

るための公印(官印)とおぼしき印章が末尾に捺される.筆 者は,こ のような書

式上 ・形態上の特徴 をもつ公文書 を,ウ イグル文供出命令文書 と定義する.

筆者は前稿[松 井1998a]に おいて,こ れらウイグル文供出命令文書が,13～

14世 紀モンゴル支配下のウイグリスタン(pers.Uf9耐st蝕 「ウイグルの地」を

意味 し,ト ゥルファン盆地を中心 とする東部天山地方をさす)の 歴史研究に

とって重要な史料とな り得ることを論 じた。ただし前稿の主旨は,ウ イグル文

供出命令文書の内容 ・機能分析に関する先学の誤解を訂正すると同時に,唐 代

からモンゴル時代にいたる支配制度の通時的展開を歴史学的に解明することに

あった.そ の結果,書 式が完全に一致するウイグル文供出命令文書9件 を利用

するにとどまり,先 学によるテキス トとの相違点を文献学的に詳説することは

できなかった.し か し,ウ イグル文供出命令文斉 を歴史資料として利用するた

めには,文 書の記載内容を正確に理解 ・把握した上で信頼に足るテキス トを提

出するという基礎的文献研究が不可欠である.

管見の限りでは,各 国の研究機関に所蔵されるウイグル文供出命令文書は54

件にのぼる.筆 者は,そ のすべてについてテキス ト転写 ・訳註を提出する用意

があるが,そ のためには相当の紙幅が必要である.そ こで本稿では,計54件
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のウイグル文供出命令文書のうち,表 題の「クトルグ印文書」として一括 し得る

15件 の文書(TeXts1・15)に ついて,歴 史学的利用に必要な最低限の解説を行
くり

ない,写 真複製(PlatesI-XV)と ともにテキス ト転写 ・和訳 ・語註を提示する.

なお,こ のうち6件(Texts1,3,7・10)に ついては,す でに前稿でテキス ト・

和訳を提出 しているが,本 稿ではその前提 となった文献学的作業 を補足する.

本稿第1節 ・第2節 で解説す るように,こ れら15件 の 「ク トルグ印文書」

は,「ク トルグ印」と総称 し得る複数の印章=公 印が共通 して捺されてお り,14

世紀中葉～後半に,チ ャガタイニウルス(こaγatai-ulus,いわゆるチ ャガタイ=カ

ン国)の 権威 を奉 じる同一の公権力者集団によって発行されたと考えられる.

文書の作成者 ・発行責任者や作成時期 といった歴史的背景の同一性 ・共通性を

解明することが,出 土文書の歴史学的利用にとって有効であることはい うまで

もない.ま た,モ ンゴル時代史の二大根本史料群であるペルシア語 ・漢文の編

纂史料には,14世 紀以降のウイグリスタンに関する情報は乏しい.以 上の点を

考慮すれば,計15件 に過 ぎないとはいえ,こ れら「ク トルグ印文書」は歴史資

料 として大きな価値 を有するといえる.本 稿で特にとりあげる所以である.

もとより,筆 者の能力では解明できなかった問題点 も残されてお り,ま た誤

読 ・誤解 も少なくないと思われる.大 方の批正 ・示教を切望するものである.

1.「 ク トルグ印」と 「ク トル グ印文書 」

ウイグル文供 出命令文書に対する従来の研究は, 1件 ないし数件単位でのテ

(1)筆 者 は,本 稿 で利用するTexts1・15の うち,Texts2,8を 除 く13件 について,文 書

現 物 を実 見調査 した上,写 真 複製の発表 許可 を得 る ことが で きた.貴 重 な資料 の研

究 ・発表 を許可 され た龍 谷大学 大宮 図書館 お よびベル リ ン=ブ ランデ ンブルク科学 ア

カデ ミー(BBAW)に 深甚の謝意 を表す る.ま たText8に つ いては,す でに公刊 され

ている写真 以外 に,現 在大阪大学 に寄贈 され てい る故山田信夫教授 旧蔵 のカラー写真

をも参照 した.こ の写真 を将来 され,筆 者 に も参照するこ とを快諾 された梅村坦 ・中

央大学教授 の ご好意に感謝す る.な お,本 稿 の内容の一 部は,平 成8年 度内陸アジア

史学会大会での報告に基づ く.大 会席上にて貴重 な助言 を賜 った諸氏 に も,こ の場 を

借 りて謝 意 を表 したい.
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キ ス トの 解 読 が 中 心 で あ った.そ の 結 果,文 書 に 捺 され る印 章 に つ い て の 検 討

や,ま た 複 数 の 文 書 に わ た る比 較 も十 分 で はな い.

そ の よう な 中 に あ っ て,Zieme[1974,pp.299-300]は,2件 の ウ イ グル 文 契 約

文書(U3908=SUKISaO3;USp67=SUKLoO2)に 捺 され た タム ガ(tamγa)印 が い

わ ゆ るパ クパ('Phags-pa,パ ス パ)字 でquUuγ 「幸 運 な,福 徳 を もつ」とい う印文

を有 す る こ とを指 摘 しつ つ,同 様 の パ ク パ 文 を有 す る 印 章 の捺 され た ウイ グル

文 書 と して計14件 を列 挙 して い る.し か し,問 題 の 契約 文 書2件 の タム ガ印

は,実 際 に はパ クパ 字 で は解 読 で きず[c£ 森 安1990,n.9;森 安1994,p,71],ま

たZiemeが 言 及 す る14件 の 文書 の うちKyoto8127(=0しRy。8127,本 稿Tex¢7)

を 除 く13件 は写 真 複 製 が 公刊 され てい なか っ た.従 って,こ れ らの文 書 のパ ク

パ字 印 に つ い て,そ の 形状 ・印 文 ・寸法 な どの具 体 的特 徴 や各 文書 ご との 捺 印

数,さ ら に はそ れ らが複 数 の 文書 で共 通 す るか を再 確 認 す る必 要 が あ っ た.

筆 者 は,Ziemeが 列 挙 した 上 述 の文 書14件 を調 査 した結 果,後 述 す る1件

(U5305)を 除 く13件(本 稿Texts1,3・7,9・15)が 供 出命 令 文書 で あ る こ と,そ

の13件 の 供 出命 令 文書 に は計8種 類 の 印 章 が 捺 され て お り,う ち6種 類 が 複

数 の 文書 で 共 通 す る こ と,さ らに そ の うち3種 類 が パ ク パ 字 印 で あ る こ と を確

認 した.こ の 間,Zieme[1997,pp.438,443]もTexts4,10,15の パ クパ 字 印 の 解

読案 を提 出 して い る が,や は り写真 複製 は公 刊 され て お らず,ま た そ の 解 説 も

簡 潔 に過 ぎ,印 鑑 の形 状 ・寸法 や 複 数 の 文書 に わ た る相 互 関係 に つ い て は 言 及

して い な い.そ こで,複 数 の文 書 で 共 通 して い る6種 類 の 印鑑 を 図1に 示 しつ

つ,そ の特 徴 に つ い て解 説 を加 え る.

Al方 印.縦2.9～3,2× 横3.1～3.6cm.2行 にわ た りパ ク パ字 でqut-1uq=

qutluγ と記 され る[Ziemel974,p.300;Zieme1997,pp.438,443].Radloff

[USp,pp,ll8.11g]が これ を 「漢 字 の公 印(of践ciellesSiegelmitchinesischen

Schriftzeichen)」 とす る の は 誤 り.

B:方 印.25～3.o×2.4～2.7cm。 左 右 に1行 ず つ ウ イ グ ル字 でquuuγ と

記 され る.中 央 の行 間上 部 に 双葉 状紋 章 あ り.
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C:円 印.直 径3.0～3,3cm.印 文 は ブ ラ ー フ ミー字 を図 像 化 した もの と思

わ れ る.

D:方 印.25～2.8×2.5～2.9cm.印 文 はパ クパ 字 の よ うに も見 え る が,

か な り図像 化 され て お り,解 読不 能.中 央 部 に双 葉 状 紋 章 あ り.

E:円 印.直 径3.0～3.lcm.3行 に わ た りパ ク パ字 で こin-qut-luq=6inqutluγ

「真 に幸 運 な 」と記 され る.Zieme[1997,p.443]は 印 文 を[oron]qudluqと
く　フ

読 むが,従 えな い.中 央 上部,印 文2行 目のq字 の上 に双葉 状 紋 章 あ り.

F:方 印.2.3～2.5×2.3～2.5cm.中 央 部 に は漢 字 の 「王 」と思 わ れ る 印 文

が み え るが,そ れ 以 外 は 解 読 不 能.中 央 上 部 に双 葉 状 紋 章 あ り.

上 に示 した よ う に,そ れ ぞ れの 印 寸 は文 書 に よ っ て異 な る もの の,こ れ は隷

印 時 の ず れ や 墨 の 濃 淡,ま た は紙 の収 縮 に よる もの と考 え られ,い ず れ も誤 差

の 範 囲 内 とみ な す こ とが で きる.そ こで 筆 者 は,こ れ ら6種 類 に,Texts8,9下

端 に捺 され た2種 類(表1*1,2参 照)を 加 えた 計8種 類 の 印 鑑 を,A・B・

Eの 印 文 に ち な ん で 「ク トル グ 印(Qutluγ 一seals)」と総 称 す る こ と とす る.

また,Zieme[1974,P.300】 が言 及 したU5305(TM223=USp21)に は4種 類 の

(2)こ の際,Ziemeは 筆者 の修士論文 に言 及 しているが,本 文 に示 した筆者 の解 読案は

修士論文段階か ら変更 していない.
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表1

Text 年月 日 A B C D E F その他
1 鶏年 閏9月16日 下端 完 完 完
2 鶏年11月10日 完
3 鶏年12月?日 完
4 犬年6月?日 完
5 犬年8月7日 完
6 犬年11月4B 完
7 犬年11月?日 完 完 完 上半部
8 犬年12月9日 完 完
9 鼠年12月6日 完 完 完 完 完 下端訣*1

10 牛年7月21日 完 完 完*2

11 虎年10月24日 完 完 輪郭 完 ・ 左半部
12 (不明) 完 完
13 ?年12月?日 下半部 完 完 上半部
14 ?年8月4日 左下部 完 完 完 完 完
15 (不明) 左下部 右端訣

*1方 印,パ クパ字2行(左 行 はpe・,右行 はge一).中 央部に双葉状 紋章.

*2八 葉花弁状.中 央部 に双葉状紋 章.

印章が捺されているが,筆 者が実見 したところ,そ れらはク トルグ印のいずれ

とも異なり,ま たパクパ字でも解読できなかった.一 方,筆 者は未だ文書現物

を実見 していないが,Ziemeが 言及 しなかったText2に もク トルグ印Aが,同
くの

じ くText8に もク トル グ 印A・Cが 捺 され て い る こ とを発 見 した.つ ま り,管

見 の 限 り,ク トル グ 印A～Fが 共 通 して捺 され た ウ イ グ ル文 書 はTexts1・15の

計15件 と な る.表1は こ れ らク トル グ印 の捺 印状 況 を整 理 した もの で あ る.

さて,複 数 の 文書 で 共 通 す る ク トル グ印A～Fの 捺 印順 序 は,そ の 一 部 が 捺

され な い 場 合 もあ るが,文 書 末 尾 上 端 か らA→B→C→D→E→Fで 一 定 して

い る[PlatesI-XV参 照].さ ら に注 目すべ き は,こ のA～Fと い う捺 印 順 序 を

保 と う とす る意 識 が 明 白 に看 取 さ れ る こ とで あ る.例 え ばText1で は,ク ト

(3)Text2に 捺 され た ク トル グ 印Aに つ い て,黄 文弼[1954,p.64】 は 「維 文 方 章 」と報 告

しなが ら印文 の 解 読 案 を示 さず,梅 村 坦 も「ウ イ グル 文 か否 か は 断言 で き ない 」[1990b,

p.28】 あ る い は 「回鵤 文(?)」[1991,p.158】 と註 記 す る の み.山 田 【V,pp.25-261も,

Texls8,9の 印 鑑 の類 似 を漠 然 と指 摘 す る に と ど ま り,両 者 が 同一 の もの で あ る こ と

に気 付 い て い な い,い ず れ も,こ れ らの 印が パ クパ 字 印文 を有 す る こ とに言 及 せ ず,

文書 の 年代 比 定 の 指 標 と して も用 い て い な い.本 稿 第2節[p,8】 も参 照.
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ル グ印A・Bの 次 に お よ そ 印章2個 分 の空 白 を お い てE・Fが 捺 され て い る.

この 空 白部 は,Tex重s7,11,13,14で ク トル グ印A・Bの 次 に捺 さ れ て い る ク ト

ル グ印C・Dが 捺 さ れ る こ とを想 定 して設 け られ た と考 え られ る.同 様 の空 白

を設 け る捺 印方 法 はTexts7,8,9,10,11,13に も見 られ る.お そ ら くこ の捺 印順

序 は,ク トル グ 印A～Fを 保 有 ・捺 印す る6人 の 人物 の,公 権 力 上 の序 列 を反

映 して い た に相 違 ない.も し,ク トル グ 印が 伝 世 印 と して数 世 代 に わ た り継 承

され,世 代 的 に異 な る公 権 力 者 集 団 に よっ てTexts1・15に 捺 され た もので あ れ

ば,そ の 捺 印 順 序 す な わ ち ク トル グ印 保 有 者 た ち の序 列 に も,若 干 の変 化 が生

じてい る方 が 自然 で あ ろ う.従 っ て,Texts1・15は ク トル グ 印A～Fの 保 有 者

た ち を 中心 とす る同 一 の 公 権 力 者 集 団 に よっ て 発行 され た と推 測 され る.

またTex重s1・15に は,物 件 の供 出 を命 じ られ る供 出負 担 者 と して,Yapfγ 「ヤ

ピ グ」,Ta蓉一T61ak「タ シ ュ=ト レ ク」,Qara-Qaya「 カ ラ=カ ヤ」,al⑪lsa直 γny「 下

等 の サ リグ戸 」,Mayaq-B血k加 圃y「 マ ヤ ク=ビ ュ ケ ン戸 」な ど,複 数 の 文 書 に 同

一 人 名 が現 れ る例 が あ る[語 註2r3c;2r10
,419;6r7,15r11;7r4,9r4;7r5,12r7・

8].い ず れ も断 言 は で きな いが,こ れ らは 同一 人物 で あ る可 能性 が きわ め て 高

い.さ らに文 書 の 筆 蹟 に着 目 した場 合,Text4とText6は 完 全 に 同 じで あ り,

同 一 人物(書 記)に よ っ て書 か れ た こ と は明 白で あ る.つ ま り,Texts1-15の 関

係 者 は,捺 印者=発 行 責 任 者 以外 に も,部 分 的 に共 通 してい るの で あ る.

最 後 に,Text1・15の 出土 地 ・将 来 地(多 くは作 成 地 域 に近 接 す る と考 え られ

る)を 検:討 して お こ う.ド イ ッ探 検 隊 将 来 のTexts1,3・6,9・15の うち,第2次

隊 将 来 のTexts3,4,5,9,13,14は,高 昌故 城(Qara-Qo60～Qara一 耳6即 〉恰刺 火 州

～喀 痢 和 卓
,etc.;Idiqut一 蕊 ㎞)出 土 を意 味 す る 出土 地 記 号D(=Dakianus蓉ahf)を

原 番 号 中 に もっ て い る.第1次 隊 将 来 のTexts1,6に は 出 土 地 記 号 が な くTM

(hfan-M…mus㎞pt)の 原番 号 が付 され るの み で あ るが,第1次 隊 の 発掘 作 業 は高

昌故 城 を 中心 と して い た か ら,こ の2件 もや は り同 地 か ら将 来 され た 可 能 性 が

高 い[cf山 田XVI,pp,43-44].同 じ く第1次 隊 将 来 のText12が 疑 問符 つ き な

が ら も出土 地 記 号Dを 有 す る こ と も,こ の推 測 を支 持 す る.ま た,大 谷探 検 隊
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将来のTexI7は 「喀劇和卓出土」と書かれた封筒で整理されてお り,西 北科学

考査団将来のText2は 高昌故城の西のヤールホ ト出土であることが明言 されて

いる[黄文弼1954,p,64].イ スタンブル大学所蔵のText8の 将来経緯について

は不明であり,ド イツ第3次 隊将来のTeXt10に はやは り出土地記号がなく,

TeXt11に は原番号自体が付 されていない.し か し,こ の3件 もやはりトゥル
くの

ファン地域から将来 されたことは,ほ ぼ確実である.

以上,本 節で述べてきた点を総:合的に勘案すれば,ク トルグ印A～Fの 捺 さ

れたウイグル文供出命令文書Texts1・15が,近 接する(た だし,最 短の場合で

も鶏年～虎年の6年 間にわたる)期 間に,ト ゥルファン地域内で同呪の公権力

者(=捺 印者=発 行責任者)集 団によって発行 されたこと,す なわち時代 ・地

域 ・関係者といった歴史的背景をほぼ同 じくすることは明白である.そ こで筆

者は,こ の15件 の文書を 「ク トルグ印文書」と総称することとしたい.

2.年 代

本節では,こ れらク トルグ印文書の発行された年代について考察する.

供出命令文書を含め,ウ イグル文書は総体的には10～14世 紀に時代判定され

るが,そ のほとんどは十二支獣のみによって紀年が記されるため,絶 対的な年

代比定は困難である.し かし,書 体および言語学的特徴に着 目した場合,ク ト
　の

ル グ印 文 書 はい ず れ も完 全 な草 書 体 で書 か れ てお り,ま た モ ンゴ ル語 か らの借

用 語 彙(uig.m6ngka<mong.m6ngke;noqoy<noqai;saba<saba;noy血 くnoyan;

Vagalay<degelei)が 散 見 す る[語 註lr2,3r2,4r7・8,5r4,6r3].従 っ て,ク トル グ

印文 書 が13～14世 紀 の モ ン ゴル 支 配 時 代 に属 す る こ とは確 実 で あ る.

さ ら に,前 節 で 指 摘 した よ う に,ク トル グ 印A・E,さ らにTextg下 端 の方

印 はパ ク パ字 の 印 文 を有 して い る.周 知 の 通 り,パ クパ 字 は,第5代 モ ン ゴル

(4)Text8を 含 め た イ ス タ ンブ ル 大 学 所 蔵 ウ イ グル 語 文 献 の 将 来 経 緯 に つ い て は,Alat

1965,p.264;山 田V,pp.13-15;梅 村1977a,pp.06-07.

(5)ウ イ グ ル 文 書 の 相 対 的 時 代 判 定 の 指 標 とな る書 体 そ の他 の 特 徴 に つ い て は,森 安

1990,pp,69-72;森 安1994,pp.63-83.
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皇 帝 ク ビ ライ(Qubilai,L1260-94)の 命 令 に よ っ て チベ ッ ト仏 僧 パ ク パCPhags-

pa)が 作 成 し,至 元6年(1269)に 「蒙 古 新 字 」と して 頒 行 され た もので あ る.す

で にZieme[1997,pp.438,443]も この 点 に着 目 し,ク トル グ印 文 書(Text4,10,

15)を 元 朝=大 元 ウ ル ス(Dai6nYekeMongγol-ulus)時 代 に比 定 して い る.

こ こで 注 目す べ き は,ク トル グ印 文 書 と,ト ゥル フ ァ ン地域 出 土 チ ャガ タ イ

;ウ ル ス発 行 モ ン ゴ ル語 文 書 との 類 似 性 ・共 通 性 で あ る.こ の 点 は,山 田[V,

pp.25-261お よ び梅 村[1981,n.33]に よ り,一 部 の ク トル グ 印 文 書 につ い て漠

然 と指摘 され るに と ど ま り,年 代 比 定 に際 して の指 標 と して も用 い られ て い な

い.そ こで,両 者 の類 似 点 ・共通 点 を具 体 的 に明 らか にす る こ と に よ り,ク ト

ル グ 印 文 書 が チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス発 行 モ ン ゴル 語 文 書 とほ ぼ 同時 期 ・同 時代 に

属 す る こ とを論 じ る.

第1の 共 通 点 は,ク トル グ 印B・D・E・Fお よ びText9下 端 の方 印 やText

10下 端 の 円 印 にみ え る,双 葉 状 の 紋 章(里)で あ る.チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス 発 行

モ ン ゴル 語 文 書 の公 印 や,西 トル キ ス タ ン発 現 の チ ャ ガ タ イ篇ウル ス 当 主 の 名

を鋳 した 貨 幣 に も,こ の 紋 章 と完 全 に 同一 の 双 葉 状 紋 章 が 現 れ る.こ れ は,

チ ャ ガ タイ=ウ ル ス の名 祖 チ ャ ガタ イ(r。1227-42)の イ ニ シ ャル こaを示 す チ ベ ッ

ト字 の あ(cha)を 上下 反転 させ て紋 章 と した もの と考 え られ て お り[Oliver1891,

PP,8-9;A,vonLeCoqαP認Ramstedt1909,P.845,n.1;佐 口1942,PP.100-101;

Frankelg62,pp.406-407],い わ ば 「チ ャ ガ タ イ紋 章」 と呼 ぶ こ とが で きる.

第2点 は,Texts2,4に み え る特 殊 な敬 意 表 現 形 式 で あ る.Text2で はline3

行 頭 のqan「 カ ン,君 主」に敬 意 を表 わす た め,lines4-5の 行 頭 が 下 げ られ て い

る.ま たText4でlines3-4の 行 頭 が 下 げ られ て い るの も,同 様 にline2行 頭 の

人名 ケ ドメ=ベ グ(Kadlna-b注g)に 敬意 を表 す た めで あ る.す で に松 川節[1995,pp.

112-115]は,こ の よ うな行 頭 下 げ(降 格)に よ る直 前 行 頭 語 へ の敬 意 表 現 形 式 が

チ ャ ガ タイ=ウ ル ス発行 モ ンゴル語 命 令 文書 に特 徴 的 な もの で あ る こ と を指 摘 し

て い る.そ こ で筆 者 は,松 川 の 指 摘 に従 い つ つ,こ の 「降 格 」に よる敬 意 表 現 形

式 を 「チ ャガ タ イ式 敬 意 表現 」 と呼 ぶ こ と とす る.
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この 「チ ャガ タイ 紋 章 」と 「チ ャ ガ タイ式 敬 意 表 現 」の 存 在 か ら,ク トル グ印

文 書 を作 成 ・発 行 した ウイ グ リス タ ンの公 権 力者 集 団が,チ ャガ タ イ=ウ ルス の

権 威 を奉 じて い た こ と は明 白 であ る.す で に松 川[1995,p.122]も,書 体 と「チ ャ

ガ タ イ式敬 意 表 現 」に基 づ い て,Text2を チ ャガ タイ=ウ ル ス の影 響 下 に お い て

作 成 さ れ た文 書 と推 測 した.Text2に は 「チ ャ ガ タ イ紋 章 」の な い ク トル グ 印

Aし か捺 され て い な か っ た が,Texts1,7,9,10・14で ク トル グ 印Aと と もに捺 さ

れ て い る ク トル グ印B・D・E・Fに チ ャ ガ タ イ紋 章 が 確 認 され る こ と か ら,

筆 者 は松 川 の 推 測 を支 持 ・補 強 す る もの で あ る.な お,松 川 はそ の年 代 を大 き

く14世 紀 とす るが,本 稿 で は,よ り詳 細 な年 代 比 定 に む け て,ま ず チ ャガ タイ

=ウ ル ス に よる ウイ グ リス タ ン支 配 の 開始 時 期 を先 学 に よ りつ つ検 討 す る .

周知 の通 り,ク ビ ライ 時代 か ら14世 紀 初 頭 まで,ド ゥア(Du'a～Duγa～Duwa,

Ll282-1307)を 当 主 とす るチ ャ ガ タ イニウ ル ス は,オ ゴデ イ系 の カ イ ド(Qaidu)

に与 して 大 元 ウル ス と敵 対 して い た.カ イ ドの死(1301)後,ド ゥア は逆 に大 元

ウル ス と結 ん で オ ゴデ イ系 諸 派 を追 い落 と し,西 暦1306年 に至 っ て 中央 アジ ア

の 単 独 主 権 を確 立 す る[加 藤1978,pp.146-154].こ の 間,ウ イ グ リ ス タ ンは大

元 ウ ル ス とカ イ ド ・ ドゥア勢 力 とに両 属 す る 状態 が続 い て い た と され る[杉 山

1987,pp.48-50&n.19].そ の後,至 順2年(1331)5月 に完 成 した 『経 世 大 典 』

輿 地 図(お よ び,そ れ に依 拠 す る 『元 史 』巻63・ 地 理 志6・ 西 北 地 附録)で は,

恰 刺 火 者(<Qam一 恥 話a,高 昌)・ 別 失 八 里(<Bi蓉 一Bahq,北 庭)を 含 む 「畏 兀 児 地 」

す な わ ち ウ イ グ リ ス タ ン は,チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス 当主 ドレ=テ ミ ュ ル(*D6re-

Te加r>篤 来 帖 木 児,Ll331一?)に 属 す る もの と され て い る.こ の 時 点 で,チ ャ

ガ タ イ=ウ ル ス に よる ウ イ グ リス タン支 配 は,大 元 ウル ス政 府 に よっ て公 認 され

て い た こ と と な る[杉 山1996,p。213].

一 方
,チ ャ ガ タイ=ウ ル ス発 行 モ ン ゴル 語 文 書 の年 代 は,こ れ ま で に7件 が

確定されておぢ?そ のうち最 も年代が古いものは西暦1326年 のケベク(Kebeg,

(6)Frankel962;Clarkl975a.な お,RybatzkiIl997,p.283】 に よ るBTrXVI,Nr.73文 書 の

年 代 比 定 に は 未 だ疑 問 が 残 る.
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r.1318-26)発 行 文 書(BTrXVI,Nr.76)で あ る.ま た,チ ャ ガ タ イ器ウ ル ス 当 主

トゥ グル ク=テ ミ ュル(Tuγluγ 一Tem財,エ1346-63)に 宛 て られ た ウ イ グ ル語 免 税

請 願 文 書U5282(TIIID271K+TM221=USp22)は,エ セ ン=ブ カ(Esen-Buqa,

r.1310-18),ケ ベ ク,エ ル ジ ギ デ イ(EIJigidei,r.1327-30),ジ ン ク シ(Jing蓉i,r.

1334-38),イ ス ン=テ ミュ ル(Yis曲n-Tem血r,r.1338-39)ら の歴 代 当 主 に よっ て 高

昌 に 派 遣 さ れ た ダ ル ガ(da皿 γa～daruγa6i>chin.達 魯 花 赤)や 使 臣(ilの が,カ

ラ ン税(qalan)の 賦 課 ・免 除 を行 な っ て い た こ とを伝 え る[Arat1937;Arat1964a,

p.153;ETHV,pp.30,35,40;Clmlkl975a,pp.196-198].こ れ らの 出土 文 書 は,

チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス に よる ウ イ グ リス タ ンの 実効 支 配 が,遅 くと も1320年 代 後

半 に は 開 始 さ れ て い た こ と を示 唆 す る.

な お 「チ ャ ガ タイ紋 章 」を持 つ 貨 幣 は,い ず れ も西 トル キ ス タ ン 出土 で は あ る

が,そ の 最 古 の もの は や は りケベ ク 時代 に発 行 さ れ た もの で あ る.逆 に,カ ラ

=フ レ グ(Qara -Hnlegu ,L1242-46),ア ル グ(Alγu,r.1260-65/66)の もの を は じめ,

13世 紀 に発 行 され た チ ャガ タイ 家 の 貨 幣 に は 「チ ャガ タ イ紋 章 」は み られ な い

[Oliverl891,pp.10-11;佐 ロ1942,pp.100-101;蒋 其 祥 ・李 有 松1990;韓 雪 昆

1992].こ の 点 を考 慮 す れ ば,「 チ ャガ タイ 紋 章 」が 使 用 され 始 め る の は14世

紀 以 降 と み な す こ とが で きる.

以 上 を ま とめ れ ば,ク トル グ 印文 書 の年 代 は,元 代(至 元6年=1269年 以

降)と い うZieme[1997】 の 比 定 か らさ らに 限定 し,13世 紀 に は遡 り得 ず,1320

年 代 後 半 か ら1330年 前 後 を チ ャガ タ イ=ウ ル ス に よる ウ イ グ リ ス タ ン支 配 が 開

始 す る画 期 と して,そ れ 以 降 に比 定 す る こ とが で き る.

さ らに,Text1(linel)のt(a)qfγuyil加ntoq(u)Sun6ay「 鶏 年 閏九 月」[語 註

1r1]と い う年 月記 載 は,ク トル グ印 文書 の よ り具 体 的 な 年代 比 定 を可 能 にす る

もの で あ る.14世 紀 の ウ イ グ リス タ ンの 暦 は,大 元 ウ ル ス の正 朔 で あ る授 時 暦

に従 っ て い た と考 え られ る[Bazinl991,pp。245-246].そ こ で,授 時 暦 中 に 「鶏

年 閏 九 月」を 求 め れ ば,至 正17年(1357)丁 酉 閏9月 が 対 応 す る.こ れ を基 準

と して,十 二 支 獣 紀 年 が 残 され て い るTexts2・11に つ い て も最 も近 接 す る年 代
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を求めれば,表2の ようになる.

当然,Texts2・11に ついては12年

周期の誤差 を考慮 に入れる必要が

あるが,前 節 で論 じたように,ク

トルグ印文書15件 の年代が互いに

大 きく離れるとは考えに くい.表

2の 年代比定が絶対的ではないに

せよ,少 な くともその前後,つ ま

り14世 紀中葉～後半にク トルグ印

表2

Text 年 月日 年代比定案
1 鶏 年閏9月16日 至 正17年(1357)丁 酉

2 鶏年11月10日 同 上
3 鶏年12月?日 同 上
4 犬年6月?日 至 正18年(1358)戊 戌

5 犬年8月7日 同 上
6 犬年11月4日 同 上
7 犬年11月?日 同 上
8 犬年12月9日 同 上
9 鼠年12月6日 至 正20年(1360)庚 子

10 牛年7月21日 至 正21年(1361)辛 丑

11 虎年10月24B 至 正22年(1362)壬 寅

文書 を年代比定することは,本 節で述べてきたような通史的 ・政治史的大状況

とも齪酷せず,妥 当であると考える.

3.文 書の書 式と内容解 説

冒頭にも述べたように,ウ イグル文供出命令文書の書式はきわめて簡潔であ

る.し か し,簡 潔で情報量が少ないゆえに,か えって文書の文脈 ・内容は把握

しがたい面がある.さ らに,僅 かな文書の破損 ・テキス トの訣落さえも文脈 ・

内容理解にとっては大 きな障害となっていた.こ の点は,本 稿で対象 とするク

トルグ印文書 も例外ではな く,そ の内容 ・機能が誤解 されている文書 もい くつ

かある.そ こで本節では,個 々の文書内容および機能を理解するため,必 要最

低限の解説を行なっておく.詳 細には各文書の[解 説]の 項 を参照されたい.

(1)Texts1,3,7,8,9,103こ の6件 は,《序数詞》+k葡g-katutzunと いう命令文

言を有するのが特徴である.k葡g～kazigは,「 順番」の原義から,ト ゥルファ

ン出土の唐代漢文文書に頻出する「番」の透写語 として用いられ,輪 番制の徳役

である 「番役」ない しは 「(番役の)当 番」を意味する.ま た,tutzun<v.tut一 は

原義 「保つ,つ かむ,保 持する」から,税 役負担を物件供出によって 「充当す

る;代 納する」ことを意味する.従 って,こ の6件 は,物 件の供出による番役代

納を命 じる文書である.従 来,ka§ig～k益zigを モンゴル語やチ ャガタイ語の
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kasig～k醐k「 哨 兵,宿 衛 兵 」に 関 連 させ,こ れ らの 文 書 を 「番 直指 令書 」な ど と

解 釈 して きた の は 誤 りであ る.以 上 の点 に つ い て は,す で に前 稿[松 井1998a]

で 詳 論 した の で参 照 せ よ.

(2)Tex重s2,4,5,6,12,153こ れ らの 文書 で は,物 件 供 出 の 目的 お よび そ の総 量

が 述 べ られ た 後,多 数 の 供 出負 担 者 に対 して各 自の 負 担 額 が 言 及 さ れ,最 後 に

bhznn～bh§Un「 与 え よ;供 出 せ よ」とい う供 出 命令 文言 が記 され る.な お,Text

12に は,多 数 の 人 戸 に対 す る駅 伝 馬 供 出 以外 に,番 役 に関 す る2種 類 の供 出命

令 が 付 加 され て い る.第(4)項 お よび 語 註12r12・14を 参 照.

(3)Texts11,13,14:Text11は 紙 質 ・保 存 状 態 が悪 く,ま たTexts13,14は 文 書

の破 損 ・鉄 落 が 著 しい た め,文 書 内 容 ・文 脈 の 理 解 は甚 だ 困難 で あ る.し か し

なが ら,冒 頭 の 紀 年 ・月 日,ま た文 末 の 供 出命 令 文 言 が 断片 的 なが ら読 み とれ

るの で,そ の 他 の ク トル グ 印文 書 と同様 に供 出命 令 文 書 とみ なす べ きで あ る.

(4)Texts2,5,6,12,14で は,物 件 供 出 の 目的 に 関 連 して 《税 目名 称 》+奪 格 語

尾(+血/+thl)と い う,並 行 す る構 文 が 現 れ る こ とが 注 目 され る.

qan-qafdγumj血 一taalσ血yapfγ 一n血lgta丘呼aγ1z一血一t血(Text2,1血es34)

「カ ン に送 るべ き麺 粉 の うち,下 等 の ヤ ピ グの 主 穀 ア ギズ 税 以 外 に」

anu(重upturYuqoyn-tat肛 ⑪n-tin(Text5,1血es2-3)

「準 備 して お くべ き羊 の う ち,ト ゥ ト ゥン税 以 外 に」

伽Urbuq-ail～li-kayuliγ 一qabhg髄bh・kむrktag渕lay-1亘 面(婁On一血(Text6,1ines2-4)

「テ ミ ュル 嵩ブ カ使 臣 にユ リグ税 と して 与 える べ き1着 のk6rk(?)上 着 を,ト ゥ トゥ

ン税 以 外 に」

ka§ig-tinbaこaqquli尊ymayaqb江kiinnyb且aulaγ 乙ibkznn(Text12,lhles12-14)

「番 役 以 外 に,バ チ ャ ク=ク リ戸 が マ ヤ ク=ビ ュケ ン戸 と と もに 馬 夫 を供 出 せ よ」

alxo～ 三a-qabh'gU[]yoγluqb6z一 戯borluqaγlz一 血一而血(Text14,hnes2-4)

「アル=ホ チ ャ に与 え るべ き … ・布 地用 棉 布 の う ち,ブ ドウ園 アギ ズ 税 以 外 に」

こ こ で 問 題 とな る の は,税 目名 称 に後 続 す る奪 格 語 尾+tfn1+tinの 解 釈 で あ

る.筆 者 は,上 に示 した よ う に,こ の奪 格 語 尾+tin/+tinを い ず れ も 「～ 以 外

(12.)



に 」と訳 し,先 行 す る 「主 穀 ア ギ ズ 税;ト ゥ トゥ ン税;番 役;ブ ドウ園 ア ギ ズ

税 」な ど,本 来 負 担 す べ き い わ ば 「正 税 ・正 役 」の額 外 に 加 重 され る形 で,物 件

供 出 が 命 令 され て い る もの と解 釈 す る.そ の根 拠 は,Text12上 掲 箇 所 に後 続

す る部 分 に,実 際 に は テ キ ス トが破 損 ・鉄 落 して い る もの の,前 項(1)に み た

番 役 代 納 命 令 が復 元 され る こ とで あ る[語 註12r14・16].こ の テ キ ス ト復 元 が 正

しけ れ ば,同 一 文 書 中 に,同 じ くk註zig「番 役 」に関 連 す る物 件 供 出命 令 で あ り

な が ら,kazig-t血.....birz血n/k註zig-k飢utzunと い う用 法 の違 い が 存 在 す る こ と

に な る.こ の こ と は,kazig-tin.....b廿zにnと い う命 令 文 言 が,物 件 供 出 に よ る

番 役 の 「充 当 ・代 納 」命 令 で あ るkazig-katutzunと,何 らか の 点 で 相 違 して い

た こ と を示 唆 す る.従 っ て,Tex¢12上 掲 箇 所 で バ チ ャ ク 需ク リ戸 ・マ ヤ ク=

ビ ュケ ン戸 が 命 じ られ た馬 夫(ulaγ の 供 出 は,番 役 の代 納 で は な く,番 役 「以

外 」に 賦 課 され た もの と解 釈 で き る.ま た,Text12上 掲 箇 所 のkazig-tin.,...

b廿z直nと,Texts2,5,6,14全 体 の書 式 構 造 は共 通 す るの で,こ れ らの 文書 にみ

え る奪 格 語 尾+伽/+dnも,や は り 「～ 以 外 に」 と訳 し,「 正 税 」の 額 外 の賦 課

を示 す もの とみ る.

テ キ ス ト転 写 ・和 訳 ・語 註

テ キ ス ト転 写 に つ い ては,標 準 的発 音 表 記(廿anscripdon)と 翻 字(なanslitelaUon)

を折 衷 したSUK2の 方 式 にお お むね 準 拠 す る.

また,テ キ ス トの破 損 部 分 や和 訳 に関 して は,以 下 の凡 例 に よる,

テ キ ス ト

和 訳

Bo匪d

露α'た

[1

(__)

[い ろ は]

(い ろ は)

テキス ト破損部分を復元 したもの.
一部が欠けている,ま たは不明瞭な文字の復元.

テキス ト破損部分.
一部が欠けている

,ま たは不明瞭な文字の概数.

テキス ト破損部分を復元 した もの.

言い換え,補 足説明.

テキス ト破損部分ないし不明瞭な部分.

(13)



Textlu5300(TM102a)BBAw

[解 説]鶏 年(1357)閏9月16日 付,ブ ドウ酒 供 出 に よ る番 役 代 納命 令.

[転 写]松 井1998a,文 書1.

[研 究]ETHV,pp.21,36[224176LZiemel974,p.300.

[備考]17.8×145cm.Chamoisα ～beigeclair.右 上 ・左 下 部飲(下 端 あ り?).

漉 き縞(4～5/cm)の あ る不 均 質 な 中下 質 の紙 。現 在 は台 紙 に貼 付 保 存.

1

2

3

4

5

〆0

7

tqiγuyi'老 耳ntoqsun～lay

altiygη ηikδm6ngk飢m血r

ba営一hγbag-1海 一niT[]

ahpu§ σγu丑 註qap

bor-ta(.)[](.)b血kan"y

birqapborb廿ip廿 ～i註n～l

k謎§ig-katutzun

1

∩∠

3

4

5

10

門1

鶏 年 閏 九[月]

十 六 日 に.モ ンケ=テ[ミ ュ ル を]

は じめ とす るベ グ た ち を … …

迎 え て 送 り出 す ため の2[カ ブ の

ブ ドウ酒]の う ち,・ … ニビ ュ ケ ン戸 が

[1]カ ブ の[ブ ドウ酒 を]供 出 し,第3

番役 に 充 当 せ よ.

[語註]

1r1,加n3～ 茄n<chin.閏,『 高 昌館 訳 語 』に は ≦血nay/c㎞1.閏 月 とい う対 訳 例

が あ り[Ligeti1966,pp.199,293],ト ゥル フ ァ ン出 土 モ ンゴ ル語 暦 書 断 片(BTr

XVI,Nr.55,line8)に も 諦nの 形 式 で 在 証(attest)さ れ,ま た 『集 史 』に も 蓉Unay

(14)



と して 借 用 さ れ て い る が[TMENIII,pp.327-328,Nr.1331],ウ イ グル 語 文 献 で

閏 月 を示 す 語 が 在 証 され る の は初 め て で あ る[Bazinl991,pp.158,301].

1r2,m6ngk釜3<mong.m6ngke``etemal"[Lessing,p.547].頻 出 す る人 名 要 素.

1r3,ba蓉 ・hγb装g・1温r=この 表 現 はText3(lines2-3)お よびUSp21(=U5305,line

6)に も在 証 され,Radloff[USp21,65&p.79】,梅 村[lg77b,pp.013-Ol4]は 「筆 頭

の べ グ(anfnhrend(en)Beg(e);Anfnhrer-Bege)」 と解 釈 す るが,従 え な い.ba蓉 一liγ

は 「～ を は じめ とす る,～ を筆 頭 とす る」の 意 で あ り[DTS,p.88;ED,p.381],

mong.ekiten/tehgUtenの 並 行 表 現 で あ る[Ligeti1967,p.273].

1r4,a恥OSσ γu:u§σγuの 部 分 は字 画 の 省 略 が著 しい が,動 詞u§(a)φ一～uzat一

に 義務 ・必 然 を表 す 一γuが 接 続 した もの とみ る.uzaレ は 「長 くす る,伸 ば す 」

の 原 義 か ら 「随 行 させ る,案 内 させ る,見 送 る」の 意 を派 生 して い る[ATG,p。

63;ED,p.282].『 高 昌 館 訳 語 』に はu5a¢b肛df/送 去,u§aσfp/打 発 とい う対

訳 例 が あ り,使 者 ・貢 物 を 「送 る,派 遣 す る;随 行 す る,送 って 行 く」場合 に用

い られ て い る[Ligeti1966,p.275;Ligetil967-68 ,Nos.11,13,21;Ligetil969,p.

208].a1一 の 原義 は 「取 る」で あ り,そ こか ら「受 け 取 る,買 い取 る,入 手 す る,

奪 う,征 服 す る,理 解 す る;借 り受 け る,借 用 す る」[ATG,p.318;DTS,p.32;

ED,pp124-125;UW2,pp.84-90;SUK2,p.238]な ど,さ まざ ま な意 味 を派 生 し

て い る が,本 処 で は 対 格 語 尾+niを 付 さ れ て い るline3の モ ン ケ=テ ミュ ル を

頭 とす るベ グ た ち を 「迎 え る」と解 す べ きで あ ろ う.つ ま りaliPUS(a)4一 で 「迎

え て 送 り出 す 」の 意 とな る.こ の 点 は,テ キ ス ト転 写 を示 さ ない もの の,本 処

を 「ベ グ た ち を歓 待 し見 送 る ため に(beyleda碁lrlaylp,u話ur亜amakigin)」 と解 釈 し

て い るArat[ETHV,p.36]に 従 っ た もの で あ る.

1r4・6=line4行 末 のqapは 語 頭 のX一 の み,line5行 頭 のbor「 ブ ドウ酒 」は 語

末 の 一Rの 残 画 の み しか 見 えず,line6行 頭 のbir「1」 は破 損 して い る が,文 脈

全 体 か ら補 う.qapの 原 義 は 「皮 袋 」[ED,p,577].こ れ らの 文書 で は 液 量:単位

とみ て 「カ ブ」と訳 出 す る[山 田IV,p.181-182;YamadaXII,pp.494-495]。

1r5,聾y=～ny～6y削aw～ 註v``dweUi皿gplace;tent,house"[WbI,pp.1171,1799;
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Jardng,pp.217,327;ED,pp.3-4].Texts7(hne4,5),8(Hne4),9(lille4),10(hne3),

12(pass㎞),13(1血e5)で も,本 処 と同様 に 人名 に後 続 して 在 証 され る.Text8,9

の 例 を 「戸 」と解 釈 した 山 田[V,p.24&n.15】 に従 う,た だ し,東 方 テ ユ ル ク語

にお け る"y～nyは 相 当 に新 しい形 式 で あ り[庄 垣 内1984,p.160],ま た供 出命

令 文 書 以外 の ウ イ グ ル語 文献 で は 管 見 の 限 り 卵 叩yの 在 証 例 が な く,す べ て

註vの形 式 が 用 い られ て い る.字 形 を見 て も,Texts9,10,12の 在 証 例 は'WYY=

nyと は転 写 しづ ら く,Zieme[1gg7,p.438]もTexqOの 在 証 例 を'WRY=畷

"ma且ch逓d
,son"[ED,p.1971と 転 写 しつ つ 人 名 要 素 とみ な して い る,し か し,

Tex重s7,12の よ う に同 一 文 書 に頻 出 す る例 を 考慮 す る と,人 名 とみ なす の は不

自然 で あ る.ま た,Texts7,8,9に お け るalσin～al肛n「下 等 」[語 註9r4]と の 整

合 性 か ら も,財 産 ・丁 数 な どに よ っ て等 級 づ け られ る税 役 賦 課 単 位 と考 え るべ

き で あ る.さ ら に,Zieme[1982]に よ り公刊 され た ウ イ グ ル語 の 手 実(U5298)

[SUKl[12],編 者註p.30*1】 は,モ ン ゴル 時代 ウイ グ リス タ ンで も戸 口 統計 と

戸 単 位 で の税 役 賦 課 が 実 施 され た こ とを推 測 させ る.言 語 学 上 ・字 形 上 の 問 題

点 は残 るが,歴 史 学 的 観 点 か らあ え て 山 田 説 を支 持 し,「 戸 」 と解 釈 す る.

1r7,k細g=「 番 役 」 と訳 す.前 稿[松 井1998a]お よ び本 稿 第3節(1)参 照.

Text2K7719(総8749,考2981)中 国 歴 史 博 物 館

[解 説]鶏 年(1357?)11月10日 付,麺 粉 供 出 命 令 。

[写 真3黄 文 弼1954,圖82;梅 村1991,p1.6.

[研 究]黄 文 弼1954,p,64;梅 村1981,p。47;Umemura1990a,p.176;梅 村1990b,

p.28;梅 村1991,pp.158,162;Zielne1994,p.126;松 川1995,p.122.

[備 考]ヤ ー ル ホ ト出 土.18.5×27.Ocm.完.「 黄 灰 色 」の 「中 質 薄 紙 」.

1

【∠

(」

taq董γuy逓birygl】nin～ 三ay

onyan9【q-a

qan-qai4γu血 皿一t註alσhlyapfγ 一
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一ningtaliγaγiz-in一 血

uyar皿qudluγtanl∬r〔i～1

話ingkari皿palam-aor(重oqib並a

bi蓉 蓉ingbuyan斡 忌or(二〇qf

bilabi蓉 蓉ingbuyanduiki

蓉h19～ 三i皿伽 曲r蓉皿at6rt

蓉ingta蓉t61akor(重oqf

bilaalti蓉ingbudashlbuq-a

orσoqib皿anこyan'm蓉h19

idur-atunni'蓉qy-aor(婁oqi

b皿aaltl話ingquvfaγquh

buq-aorσoqib皿ayiti

ヨhlgminb皿abir5血n

a話un蓉 皿aor(婁oqibila

on蓉ing血b皿 註

birs雌nbuInin-1翫 一且ita蓉b皿a

ごzlγuboldf

1

2

3

4

5

6

7

8

9

鶏 年 第 十 一 月

十 日に.

カ ンに 送 るべ き麺 粉 の う ち,下 等 のヤ ピグ

の主 穀 ア ギ ズ税 以外 に,

ウ ヤ ル=ク トル グ=テ ミュ ル が3

升,カ リンパ=ラ マ が そ の オル トク と共 に

5升,ブ ヤ ン=ダ シ ュ が そ の オ ル トク

と共 に5升,ブ ヤ ン トゥが2

升,チ ン=テ ミ ュル=シ ラが4
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1

2

升,タ シ ュ=ト レク が そ の オル トク と

共 に6升,ブ ダ シ ン篇ブ カ が

そ の オ ル トク と共 に3.5升,

イ ドゥラ=ト ゥル ミ シ ュ=カ ヤ が そ の オ ル トク

と共 に6升,ク ヴ ラ グ=ク リ=

=ブ カが そ の オ ル トク と共 に7

升 の 麺 粉 を,あ わせ て供 出 せ よ.

アジ ュ ン=シ ラ が そ の オ ル トク と共 に

10升 の麺 粉 を,あ わ せ て

供 出 せ よ.こ れ らの麺 粉 を,タ シ ュが あ わせ て

取 る(=集 め る)こ とに な っ た.

[語註]

2r2=行 末 に相 当 の余 白 が あ る に もか か わ らず,改 行 ・平 出 に よっ てqanを 次

行 頭 に 配 し,敬 意 を表 現 して い る.

2r3a,唖an・αa=梅 村[1991]はqaanqanと 転 写 して 「可 汗 汗?」 と註 記 す るが,

2語 目が与 格 語 尾+qaで あ る こ とは,字 形 か ら も文脈 か ら も明 白.

これ に対 し行 頭 語 は,字 形 を見 る 限 り,qan(～xan)/qaan(～qa'an～qaγan～

xaγan)の 両 方 の 可 能性 が あ る.モ ン ゴル 時代 お よび そ れ 以 降 の ペ ル シ ア語 文 献

に お い て,qa'an～qan(<qaγan)は 第2代 皇 帝 オ ゴデ イ(696dei,L122g-41)・ 第

4代 モ ン ケ(M6ngke,r.1251-59)・ 第5代 ク ビ ライ お よ び そ れ 以 降 の大 元 ウル

ス皇 帝 に用 い られ る の に対 し,初 代 皇 帝 チ ン ギ ス(こinggis,r.1206-27)・ 第3

代 グユ ク(Gayng,r.1246-48)お よび ジ ョチ σ06i)・ チ ャガ タイ ・フ レグ(恥legU)

各 ウ ル ス の歴 代 当 主 や そ の 他 の王 侯 に はban(<qan)が 用 い られ る と い う,厳

格 な 区 別 が 存 在 す る[杉 山1987,p.28;杉 山1990,pp.13-14;c£ 中村 ・松 川1993,

pp.63-64].つ ま り,qan/qaan～qaYanの い ず れ か に 決 定 す る こ とは 歴 史 学 的

に重 要 な 問 題 をは らむ の で あ る.本 稿 第2節 で 述 べ た よ う に,ク トル グ印 文 書
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が チ ャガ タイ=ウ ル ス支 配 下 で 発 行 され た こ とが 確 実 で あ る 以上,本 処 で はqan

と読 ん で チ ャ ガ タ イ=:ウ ルス 当 主 を さす もの とみ な して お くが,qaan～qaγanと

くの

して大元ウルス皇帝に比定する可能性 も決 して排除されるものではない.

なお,松 川[1995]は 本処のqanを 「お上」と抽象的に訳す.し か し「お上,

官,政 府」を意味するqanに は平出 ・台頭な どの敬意表現が加えられず,場 合

によっては「君主」を意味するqanと 語形上で区別するためにq-anと 分かち書
く　ラ

きされる.一 方,本 処のqan(/qaan)は 明らかに平出され,さ らに 「チャガタ

イ式敬意表現」の対象 となっているので,や はり具体的にチャガタイ=ウ ルス当

主(も しくは大元 ウルス皇帝)を さす ものと筆者は考える.
むぎ こ

2r3b,i'dγumin:minはchin,麺 か らの借 用 語 で 「麺 粉,小 麦 粉 」の 意[森 安

1991,p.78].梅 村[1991】 が 本 処 を 「好 面 粉 」と漢 語 訳 す る の は,お そ ら く

'YDXW =i'dγu(<v.id一 「送 る 」)を'DKW=adgU「 良 い」 と誤 読 した結 果 で あ

り,訂 正 す べ き.た だ し 「送 るべ き」相 手 がqanで あ るか らに は,超 上 質 ・最

(7)大 元 ウ ル ス政 府 は,至 順 元 年(1330)に 恰 刺 火 州(<Qara々oこo)に 「総 管 府 」を 「復 置 」

して お り(r元 史 」巻34・ 文 宗 本 紀 ・同年3月 戊 戌),ま たそ れ 以後 も恰刺 火 州 か ら は

元 廷 へ 「供 御 蒲 萄 酒」が 送 納 さ れ て い た(『 元 史』巻41・ 順 帝 本 紀 ・至 正7年(1347)10

月戊 戌).さ らに,1330年 代 以 降 に大 元 ウ ルス 治 下 で ウ イ グ ル語 訳 され た 多 数 の 仏 典

や,ク ビラ イ 政 権 の 丞 相 ム ン グス ズ(孟 速 思 ～蒙 速 々)一 族 を描 い た14世 紀 初 頭刊 行

の木 版 画 断片 が,ト ゥル フ ァ ン地 域 か ら 出土 してい る[BTrXIII,Nr.20;Ziemel981a;

小 田1984;ツ ィー メ ・百 濟1985,esp.PP,29-35,43-48;Fmnke1978;北 村1987].こ れ ら

の 事 実 は,1330年 代 以降 も,チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス 支 配下 の ウ イ グ リス タ ン と大元 ウ ル

ス との 間 に密 接 な 交 流 が 存 在 した こ と を示 して い る,

(8)「 お上 」の 意 のqan阿q-anが 在 証 され る大 元 ウル ス治 下 の モ ンゴ ル語 命 令 文 ・碑 刻 は,

① 申統2年(1261)6月 初1日 付 少 林 寺 ク ビラ イ聖 旨碑(linel8),② 至 元5年(1268)1月

25日 付 少林 寺 ク ビ ライ 聖 旨碑(line22)[以 上,中 村 ・松 川1993,pp.36,42,76-77],③

至 元17年(1280)11月 初5日 付 重 陽 万寿 宮 ク ビ ライ 聖 旨碑(linel9)[Haenisch1940,pp.

60-61&Taf3,InschdftIII;Ligetil972b,p.29】,④ 至 正6年(1346)カ ラ コ ル ム の ウ イ グ ル

字 モ ン ゴ ル語 碑 文(linelO)【Cleavesl952,p.69&pl.VIH;Liget韮1972a,p.23】 が 知 られ

る.こ の点 につ いて は松 川 節 氏 自 身か ら教 示 を得 た.特 記 して 深謝 す る.な お,黄 文

弼 【1g54,圓18】 に よ り公刊 され た トゥ ル フ ァ ン出土 モ ン ゴル 語 文 書(line5)で も,分

か ち書 きされ たq-anは や は り平 出 ・台 頭 な どの 敬 意 表 現 を加 え られ て い な い.Franke

【lg7董,p.2qは こ れ を"F並rst"「 君 主 」 と訳 す が,「 お 上,政 府(gouvememcnt)」 とす る

Kam[1971,p.168】 訳 に従 うべ きで あ る.
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高 級 の 麺 粉 で あ っ た こ とは予 想 され る 。 陶 宗 儀 『南 村 綴 耕 録 』巻5に は 「尚食

局,進 御 褻 麺.其 磨 在槙 上,於 模 下 設 機 軸 以 旋 之.騙 畜 之 揉 践 ・人 役 之 往 來,

皆 不 能 及.且 無 塵 土 臭 機 所 侵.乃 巧 工 盟 氏 造 者 」とあ り,大 元 ウル ス 皇 帝 の食

事 に供 す るた め の 麺 粉 が 塵 や 異 物 の 混 じら ない 特 設 の破 榿 で 製 造 され て い た と

い う.ま た 『元 典 章 』兵 部3・ 駅 姑 ・鋪 馬 「不 許 濫 差 鋪 馬 」の 条[巻36/25b-26a]

か らは,お そ ら く大 元 ウル ス 皇 帝 の 生 誕 日 に関 連 して 「長 生 麺 」が 送 納 され てい

た こ とが 知 られ る.本 処 の 「カ ンに 送 るべ き麺 粉 」も,こ れ らの 特 別 製 ・特 殊 な

麺 粉 に類 す る も の か も しれ な い.

2r3c,a置煎nya爵3梅 村[1991]はal伽 ～al血 を 「下 的 」と訳 す の み で あ るが,

筆 者 は こ れ を 戸等 にお け る 「下 等 」を 意 味 す る と考 え る[語 註9r4].ま た,人 名

yapfγ はTex重5(1hle5)に も現 れ,お そ ら く同一 人物 と思 わ れ る.同 名 の 人 物 は

SUKSAO4(line22),Sa24(1血e11)に も現 れ る.

2r4,tar靴 理 耽・Ih・伽3梅 村[lggl]が 本 処 を 「悠 椚 的(?)収 穫 ・… 」と訳 した

の は,aγfzを 二 人称 語 尾+inglzと 読 ん だ た め と思 わ れ るが,従 え な い.本 処 で

はt頗 γaγfzで熟 して税 目名 称 と なっ て い る とみ な し,「 主 穀 ア ギズ 税 」と訳 す.

なぜ な ら,Tex¢s5(lhles2-3),6(lines2-3)で は,本 処 のt蜘aγizと 並 行 す る構

文 で,頻 出す る税 目t颯nn「 トゥ ト ゥ ン税 」が 現 れ るか らで あ る[本 稿 第3節

(4);語 註5r3a].ta増 は広 義 に は 「穀 物 」,狭 義 に は 「主 穀 」か ら特 に 「小 麦 」を

意 味 す るが,漢 語 の 「地 子 」(土地 か らの 収穫 物 を原 義 と しつ つ も,後 に は 広 く

地 租 ・地税 を も意 味 す る)に も対 応 した[森 安1991,pp.51-52,58].ま た,aγfz

の 原 義 は 「口,出 口」[ED,p.98;UW1,pp.69-701で あ る.SUKMi20(linesl2-

14)で もqalan,qavu¢,劇 伽,basfγ,salrγ な どの税 目 と と もにborluqaγfz「 ブ ドウ

園 ア ギ ズ 税 」,t鑓 γ「主 穀 税 」,qavlallqaγiz「 菜 園 ア ギ ズ税 」が 列 挙 さ れ,t頗 γ,

aγizが 税 目名 称 と して 用 い られ て い る.な お,Mi20中 のaγizをSUK編 者 は

angizと 転 写 す るが,筆 者 は,チ ャガ タイ=ウ ル ス発 行 モ ン ゴル語 命令 文書BTT

XVI,Nr.68(lines10,14)に 税 役 名 称 と して現 れ るmong.amas肛 「口 」[Franke

1975,p.68]と の 関 連 を想 定 してaγfzと 転 写 したRaschm㎜[1992,p.157】 に従
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くの

う.本 処 のaγizも,語 中 の 一XY一 はtaqfγu(line1)の そ れ に類 似 し,yangi'q-a

(line2)の 一KY一 と は若 干 異 な る.Cf.語 註14r3・4.

2r6a,9ing=周 知 の 通 り,chin.升 か らの 借 用 語[ATG,p.366;DTs,p.523;

YamadaX[1,p.493;ED,p.868].本 文 書 で は容 量 単 位 と して の 用 法.

2r6b,karinpalam・a=人 名 で あ る こ とは確 実.梅 村[1991】 はkinbikalmaと 読

むが,almaはlam-a(<tib.bla-ma)の 誤植 で あ ろ う.ま たkainbikの 語 末 も 一PYK

で は な く一P'で あ り,試 み にkat血paと す る.こ れ も語 感 か らはチ ベ ッ ト語 起 源

と思 わ れ,g血 一pa"skillfU1,clevef';bkren-pa"poor"[H.Jaschke,ATibetanEnglish

Dictionary,pp,77,15]な どが 語 源 と して想 定 で きる.

2r6c,ordoqV=lines7,10,12,13,15,17に も現 れ る.梅 村[1991】 は全 て6d血yと

転 写 して 人 名 とす るが,文 脈 か ら考 え る と不 自然 であ る.筆 者 は,ordoq～ortoq

「仲 間,パ ー トナ ー,共 同 出 資者;オ ル トク」に,人 称 語 尾+i'が 接 続 した もの

と考 え る.ortoqは,元 来 は農 地 の 共 同 所 有 関係 や遠 隔 地 商 業 に際 して の 出 資

契 約 関 係 を さす ウ イ グル語 で あ り,10世 紀 に遡 って 在 証 され る.つ い で,ウ イ

グル 人 が い ち早 くモ ンゴ ル帝 国 に 臣属 した結 果,モ ン ゴ ル王 侯 ・高 官 と協 同 し

てそ の 資 金 を運 用 す る ウ イ グ ル商 人 を さ し,後 に は ム ス リム商 人 を も含 め る よ

う に な り[TMENII,p.25,Nr.446;宇 野1989b,n.17;森 安1997a,28-35;森 安

1997d,pp.1q8-116],さ らに はそ れ ら の商 人 が 系 列 化 ・巨 大 化 した 「組 合 」を 意

味 す る に 至 った[杉 山1997b,pp.323-328].

本 文 書 で は0幻oqを 「オ ル トク」と訳 出 す るが,そ の 実 態 を考 え る上 で 注 目す

べ きは,こ の 「オ ル トク」 と共 に麺 粉 供 出 を命 じ られ て い る 人物 に,Karinpa-

1ama,Buyan-Ta9(原 義 は 「福 徳 を共 にす る もの」),Quvraγ 一Quli-Buqa,ASun-9ilaな

ど,仏 教 的 人名 要 素 ・称 号 を持 つ者 が多 い こ とで あ る.お そ ら く,彼 らは製 粉

(9)SUK所 収 の契 約 文 書(SaO9,ExO2,RHO5,RHO6,RHO7,RHO8,RHOg,RH10,Rm1,LoI5,

Mi22,Mi32)に も 「刈 株 田 」の 意 でangiz～angizyirが 頻 出す る[山 田IV,pp.203-204;山

田XVI,p.50&n.22].し か し,各 文 書 の 語 中の 一KY一 と 一XY一の 字 形 を比 較 す る と,

い ず れ もaγizと も読 め る.た だ し,契 約 文書 の文 脈 をふ ま え た歴 史 学 的 な解 釈 につ い

て は 成 案 が な いの で,こ の読 み替 え を積 極 的 に 主 張 す る もの で は な い.
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用 の畷 硅 を所 有 す る仏 寺 の 僧 ない し関係 者 で あ り,と くに1ama,ヨ 皿a(～蓉皿avanU)

とい う称 号 か らみ て,そ の仏 寺 を代 表 ・管 理 す る高 位 の仏 僧 で あ る と,筆 者 は

推 測 す る[語 註2r6b,2r14,2r17].こ の 推 測 は,唐 代 敦 煙 の 仏教 寺 院 ・西 ウイ

グ ル時 代 トゥル フ ァ ンの マ ニ教 寺 院 が畷 硯 経 営 に よっ て収 益 を得 て い た こ と[那

波1942,pp.182-185;森 安lgg1,pp.66-68],ま た モ ン ゴル 時代 の仏 教 寺 院 の寺 産

に も,多 くの場 合,撮 硅(mong.tegimled(pl.<tegimlen<uig.tagim1血)/chin.

磯 磨,水 磨)が 含 まれ る こ と[e.g.Haenisch1940,pp.58,60,61;杉 山1990,pp.

20-23;森 安1991,P.49;中 村 ・松 川1993,PP.36-39,43-47,50-52,78]か ら も支持

さ れ よ う.そ して本 文書 の 「オ ル トク」と は,彼 ら高位 の 仏 僧(に よ っ て代 表 さ

れ る仏 寺)と 契 約 して製 粉 作 業 に従 事 す る 労働 者 を さす もの と思 わ れ る.

2r9,さint瓢m血r獣1a3梅 村[1991】 は6ayintam競rqilanと す るが,tamnr以 外 は訂

正 す べ き.人 名6in伽 曲 につ い て は,同 名 異 人 と して オ ゴ デ イ 時代 の 初 代 イ

ラ ン総 督6面m且r<6in-T註mUrが 挙 げ られ る.写 真 か らは 乙inの 語頭 の ご一の上

か らS一 字 が 書 か れ て い る よ うに 見 え るが,本 文 書 を実 見 した梅 村 の 読 み を参

照 して こinと して お く.蓉ilaは 蓉ilavanti(<skt.6ilava(n)t)「 持 戒 者;律 師 」の省 略

形 で あ り,人 名 要 素 ・称 号 と して頻 出 す る[山 田VI,p.249;Zieme1981b,p.249;

小 田1987,n.107;cf森 安1985,p.69;SUK2,p.284],語 頭 の 字 形 をqan(line3),

quvraγqulf(line14)お よ び 蓉ing(passim)と 比 較 す れ ば,明 らか に 尊 で あ る.

2r10,ta翫6且 装k=こ の 人名 はText4(line9)に も現 れ,同 一 人物 と思 わ れ る.

2r11,buda曲buq・a書budasinと レ・う人 名 要 素 はSUKSa25(line20)に も現 れ

る.ま た,SUKMi31(hnes2,9,10,16)でSUK編 者 がbutsin～bu¢sinと 読 む 人名

も,T/D字 の 後 にalephを 補 っ てbutash1～budasinと 読 め ば,linel6で は本 処 と

同 様 にbudaslnbuq-aと な る.あ る い は 同 一 人物 か も しれ ない.

2r14,αuvraγ 叩lf3skt.salpghadasa「 教 団 の 奴 碑 」に 由 来 し,人 名 と して 頻 出

す る[Zieme1994,pp.123-127].梅 村[1991]の 転 写quyaqquliは,す で にZieme

[1994】 に よ り訂 正 され た.た だ しline15行 頭 のbuq-aと あ わ せ て1人 の 人 名

と考 え る 点 で は 梅 村 に従 う.
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2r17,a椥n甜a=梅 村{1991]はasunqilallと す るが,qilanは 忌ilaと改 め る べ き

[語註2r9].asunも,仏 教 的 人 名 要 素 ・称 号 であ る 蓉ilaとの 関 連 か ら,仏 教 語

彙 で あ るa話un～a加n(<sogd."乏wn)[UW5,pp.328-333]と 改 め た.

2r19・20=筆 者 は文 書 現 物 を実 見 して い な い の で 断 言 で き ない が,写 真 で は 墨

線 で 抹 消 さ れ て い る よ うに見 え るbu血n以 降 の部 分 は,お そ ら くlinel9行 頭

のbir蜘 の語 末 の 一Nが 埋 め 草 と して引 き伸 ば され た 上 に書 か れ て い る もの と

推 測 す る.少 な く と も,そ れ 以 前 とは 文 字 の 大 き さが全 く異 な り(lines18,19

のmin,bilaを そ れ ぞ れ比 較 せ よ)ま た行 間 も窮 屈 に な っ て い る か ら,本 来 の命

令 文(line19行 頭 のbir5nnま で)よ り も後 の 時 点 で 書 き足 され た こ とは確 実 で

あ る.以 上 の 点 に つ い て は語 註5r8も 参 照 せ よ.梅 村[1991】 は 「這 面 粉 … ・

在 一 塊 … ・成 了」と訳 す の み で あ るが,一lar-nita蓉 の 部 分 は埋 め 草 の 左 側 に ず れ

て お り,写 真 か ら も判 読 で き る 。min「 麺 粉 」に複 数 語 尾 一1血・が 接 続 す る の は 不

自然 で あ るが,複 数 の 負 担 者 か ら供 出 され る麺粉 を負 担 者 ご と に一 ま とま り と

して 数 え た もの とみ る.ta話 は人 名.ま た,line20行 頭 も 一L一の フ ッ ク と語 末

の 一Wは 確 実 で あ り,仮 にa1γuと 復 元 した.

Text3U5325(T皿D148a)B駐AW

[解 説]鶏 年(1357?)12月 某 日付,ブ ドウ 酒 供 出 に よ る 番 役 代 納 命 令.

[転 写]USp65;李 経 緯1996,pp。257-258;松 井1998a,文 書H.

[研 究]ErmV,P.36[303騒5];山 田IV,P.182;T・x…Bl9(必,PP.54,72;Y㎜ ・d・

XH,p.494;Zieme1974,p,300;hl㈹.,pp.142,444(No.113);梅 村1977b,pp.013-

Ol4;梅 村1981,n.33;楊 富 学1990,p.19。

[備 考 】 高 昌 故 城 出 土.19,0×16.5cm.Chamoisα ～beigeclair.左 上 部 鉄 。 粗 い

漉 き 縞(4/cm)の あ る不 均 質 な 中 下 質 の 紙.現 在 は 台 紙 に 貼 付 保 存.

1taqiγuy置 ～三x蓉aptay

2[]yagnni肋'qar-anoqoy
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ka§ig-k註tu(重 §un

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

鶏年戒月(=第 十二月)

十[コ日に.カ ラ冨ノコイ,

… ・ホチャをはじめとするベグ

[たちへの,](彼 らが)平 等に?受 領 して出発するための

2(頭 の)羊,2カ ブのブ ドウ酒のうち,

下等のカビが1(頭 の)羊 を

供出 し,第10番 役に

充当せ よ.ま た1カ ブの

ブ ドウ酒も供出 し,第3

番役に充当せよ.

[語註]

3r1,猷 甑ptay=こ れ を 「戒 月」 と訳 す こ とに つ い て は,森 安1990,pp.81-88.

3r2,qar・anoqoy=本 処 で は人 名.Radloff[USp65]がoquyと 読 ん だ 部 分 は,.

モ ン ゴル語noqai「 犬 」の変 異 形 ・口 語 形 と考 えてnoqoyと 転 写 したClark[ln廿o.,

pp.141-142]に 従 っ て 改 め る.カ ル ピニ の 旅 行 記 や,カ ル ピ ニ に 随行 した ベ ネ

デ ィ ク ト修 道 士 の 口頭 報 告 を記 録 した ブ リデ ィア(C.deBridia)修 道 士 の 『タ ル

タ ル報 告(的 ∫ωr∫α7br∫αrorκ〃2)』で も,mong.noqaiはnochoyと ロ ー マ 字 転 写
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され て お り,す で に13世 紀 中 葉 の 段 階 でnoqoiと も発 音 され て い た こ とが 推

測 され る[Sinorl970,PP.541-542,545;海 老 澤 ・宇 野1995,PP.40-41,49-51].

3r3,x{必a3xoこa～qoごa<arab.一pers.bva慈a"master,teachef'[Intro.,p.168」.直 前 の

峡 落 部 と併 せ て 人 名 要 素 とみ るべ き.

3r4a,tngbi跳Radloff[USp65]は 伽1bh1と 読 み,液 量 単 位 の 伽binと 同 じと

考 え て い るが,字 形 は 明 らか にTNK:PYL'で あ る.tng～ 伽g(くchin.等)は 「等

しい;等 し く,平 等 に」の 意[ATG,p.370;ED,p.511;SUK2,p.290]で あ り,

bi(r)latangと 熟 して 「～ と平 等 に」とな る(SUKAdO3,hnes13,18,25;Mi25,lines

3,23)の で,本 処 のtngbmも こ れ と同 じとみ た.Text12(hne11)に み え るt砿

yapab(廿znn)「 等 し くす べ て供 出せ よ」とい う表 現 も参 照 で き よ う[語 註12r11].

た だ し,な ぜTNKPYL'と 続 け て一 筆 で書 か れ て い るの か は説 明 で きな い.

3r4b,a瞳p血ng崩=血ngnに つ い て,Radloff【USp65】 は6ngO"vorher"と し,

MalovもUSp[p.289】 の語 彙集 で6n帥 「古 い(Hpe)KHMの,幼 い ΦaHH痂)」 とす

る.Clauson[ED,P.171】 は6ng旺 につ い て"hasbeenreadhlvahouspassagesbut

doesnotseemtobeanindependentword"と 解 説 し,本 処 の在 証 例 に つ い て は

6㈹"then,theleupon"[ED,p.64】 の 書 き誤 り とす る.し か し,こ の前 後 の 文 脈

は,供 出 物 件 の 「2(頭 の)羊,2カ ブ の ブ ドウ酒 」の 供 出 目的 を示 して い る に

違 い ない.筆 者 はnn塑 をv,nn・ 「出 る,現 れ る,生 じる;出 発 す る」[ATG,p,

63;ED,p.169]に 義 務 ・予 定 の 助動 詞 一gUが接 続 した もの とみ な し,ahpnn一 で,

ベ グ た ち が 「2(頭 の)羊,2カ ブ の ブ ドウ酒 」を 「受 領 して」,公 務 出張 ・旅 行

に 「出 発 す る」こ と を意 味 す る もの と考 え る.BBAW所 蔵 の 支 出 リス ト様 文 書

で あ るCh/U6851(lines8-9)に も,bor四d如Ung並aヨgak「 ブ ドウ酒 を輸 送 して 出

発 す るべ き ロバ 」とい う表 現 が み え る.

3r6,a1{∬hqa嫌Radloff[USp65]がb廿qapf(<qap+i)と 転 写 して 「1皮 袋(の

ブ ドウ酒)」 と訳 す の は,字 形 か ら も文脈 か ら も無 理.qablと 読 ん で 人 名 とみ な

すべ きで あ る,BBAW所 蔵(未 発 表)の 供 出 命 令 文 書U5285(line9)に も,同

名 のalqinqabi「 下 等 の カ ビ」が 現 れ る.
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Text4U5288(TM77,D51)BBAW

[解説]犬 年(1358?)6月 某日付,蒸 留酒(araqi)供 出命令.

[研 究]Ziemel974,p.300;Ziemel997,p.443.

[備 考]13.0×30。5cm.Beigeclair～ch㎜oisα.下 鉄.粗 い 漉 き縞(4/cm)の あ る

不 均 質 な 中 下 質 の 紙.現 在 は 台 紙 に貼 付 保 存.
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犬 年 第 六 月 □ 日 に.

ケ ドメ=ベ グの ニ シ ャ ン 印

カヤ が 受 領 して行 くべ き … ・

を,ブ ドウ園 に ・…

… ・仏 寺 の ブ ドウ園 ・…

… ・ノ ム ク リ=ト ゥが1
,ブ ヤ ン… ・

=シ ャ
,テ ユ シ ュ テ ミュ ル が合 計1[皮 袋 の]

蒸 留 酒,マ ニ ス タ ン の

の うち,チ ェチ ェ グ ト ゥ,タ シ ュ=ト レク,… ・

サ ル が 合 計1皮 袋 の 蒸 留 酒,・ …

用 の ブ ドウ園 か ら イ シ グ … ・

ク ム(砂?)渠,キ ヴ(吉?)ブ ドウ園 ・…

の うち,リ ス ン グ仏 寺 の ブ ドウ園 … ・

合 計1皮 袋 の蒸 留 酒,… ・

… ・ラム ビ
,ト レク=テ ミュ ル ・….

オ グデ ュ ン とエ リク が合 計1[皮 袋 の]

蒸 留 酒 を,あ わせ て供 出せ よ.

ア ル グ ン=カ ヤ が1,ブ ヤ ン=テ ミ ュル ・…

ベ グ=カ ヤ ,ブ ヤ ン=ト ゥル ミ シ ュが 合 計 … ・

皮 袋 の 蒸 留 酒 を供 出 せ よ.

[語註]

4r2a,k5dm乞b5g=人 名kadma～kidmaの 在 証 例 に つ い て は,Tezcan&Zieme

1971,TextC,line3;森 安1991,p.66.本 稿 第2節 で 述 べ た よ う に,本 処 のkadm温

bagは,Tex¢2(line3)のqanと 同 様 に 「チ ャガ タイ 式 敬 意 表 現 」の対 象 と な っ

て お り,チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス 当 主 に準 ず る高 位 の公 権 力者 で あ っ た と推 測 され

る.一 方,西 暦1369年 に年 代 比 定 され る チ ャ ガ タイニウル ス発 行 モ ン ゴル語 命
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令 文 書BTrXVI,Nr,68(line2)に は,文 書 発 行 者 と してKedmebaγaturと い う

人 物 が み え る.両 者 が 同 一 人 物 の 可 能 性 も あ る.

4r2b,nigan:本 処 で は 「し る し,略 花 押,ニ シ ャ ン 印 」か ら転 じ て 「(ニ シ ャ ン

印 の 捺 さ れ た)文 書 」の 意 で 用 い ら れ て い る と 思 わ れ る.Clark[1975a]に よ っ て

1339年 に 比 定 さ れ た イ ス ン=テ ミ ュ ル 発 行 モ ン ゴ ル 語 命 令 文 書Kr.1,Gl20(lines

8,9,ll,12)に も そ の 用 例 が あ る[Kara1972,pp.170-171].

4r5,vaxar・fiY:VaxarNvxxar<skt.vihata.「 仏 教 寺 院,僧 院 」[DTS,p.634].一 珈

は 「～ に 所 属 す る 」の 意[ATG,p. .65,§77;OTWF,pp.143-144].C£ 語 註4r8.

4r6,nomquEtu3tuはtutung(<chin.都 統)の 省 略 形 とみ る[山 田IV,p.170;小

田1987,Nos.16,20,24,25,29].

4r7・8,birsabaaraq了=こ のsaba,araqiは,Text15に も 頻 出 し,供 出 物 件 と

な っ て い る.す で にZie1ne[1997,pp.442-444]が 筆 者 の 修 士 論 文 に 言 及 しつ つ

解 説 を 加 え て い る が,改 め て 詳 述 す る.古 テ ユ ル ク 語 のsabaは 「軽 い(nerKHti),

快 い(npvaflTHblti)」 な い し 薬 草 の 名[DTS,p.478]で あ る が,本 文 書 お よ びText

15の 文 脈 に は 適 合 し な い.Text15で 液 量 単 位tiimbinと と も に 現 れ て い る こ

と を 考 慮 し て,キ ル ギ ス 語 ・カ ザ フ 語 のsaba"einLedersackzumBereitendes

Ku血ss;einLederschlauch"[WbIV,p.411】 と 同 じ も の で あ り,mong.saba"con-

tE血er;vessel,vase"[KowalewskiII,p.1302;Lessing,p,653]か ら の 借 用 語 と み

る.本 稿 で は 「皮 袋 」 と 訳 出 す る が,本 文 書 の 文 脈 か ら は,単 な る 容 器 で は な

く,後 続 す るaraqi'の 計 量 単 位 と して 用 い ら れ て い る と 考 え る.チ ャ ガ タ イ=ウ

ル ス 発 行 モ ン ゴ ル 語 駅 伝 利 用 特 許 状BTrXVI,Nr.74(line10)で も,駅 伝 を 利

用 す る 使 臣 が 一 泊 に つ き支 給 さ れ る飲 料 の 量 を 規 定 す る 際 に,qoyarsabaumdan

ロの
「2皮 袋 の飲 み 物 」と液 量 単 位 的 に 用 い ら れ る例 が あ る.Cf.語 註15r2・3.

以 上 のsabaの 解 釈 をふ ま え れ ば,本 文 書 お よ びText15のaraqi'が,mong.

araldと 同様 に 「蒸 留 酒 」を意 味 す る こ とは 明 白で あ る.管 見 の 限 り,本 文 書 お

(10)Weie路 【1967,p.29】 はBTrXVI,Nr,74のsabaを 『元 朝 秘 史 』お よび 躍磁 認4ε〃2α'αZ-

A4αわの 対 訳 例 か ら 「鉢,容 器(Sch曲ssel,Gefass)」 と訳 す に止 ま る.
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よ びText15以 外 に は,BBAW所 蔵(未 発 表)で モ ンゴ ル期 の もの と思 わ れ る

草 書 体 の リス ト文 書U6154(line2)にbor訂aqi「 ブ ドウ酒 の蒸 留 酒 」 と在 証 さ

れ る.こ のboraraqiや,ト ゥル フ ァ ン出 土 モ ンゴ ル 語 文 書BTrXVI,Nr.73

(lines6,9,12)のbora面d「 ブ ドウ酒 の 蒸 留 酒 」とい う在 証 例,さ ら に本 文 書 の

araqiが 仏 寺 の ブ ドウ 園 な い しは そ れ に 関 連 す る 人物 か ら供 出 さ れ て い る こ と

は,モ ン ゴル 時 代 トゥル フ ァ ン のuig.肛aqi～mong.araldが ブ ドウ酒 と密 接 に

関 連 して い た こ と を示 す.周 知 の 通 り,高 昌 を 中心 とす る トゥル フ ァ ン地域 は

古 来 か らの ブ ドウ酒 の名 産 地 で あ った.モ ン ゴル時 代 に も高 昌 の ブ ドウ酒 は最

高 級 品 と して 珍 重 され[岩 村1943,pp.6-9],こ れ を蒸 留 して 「吟 刺 吉 」つ ま り

肛aqi～arakiも 製 造 され て い た(『 析 津 志輯 侠 』北 京 古 籍 出 版 社,1983,p.23g).

Zieme[1997,pp.442-444]は,本 文 書 お よ びText15のaraqiを"Milch-

Bramtwein"な い しは"Sc㎞aps"と 訳 す に と ど まる が,上 述 した よ う な状 況 か

らみ て,ブ ドウ酒 か らの 蒸 留 酒 と断 定 して よか ろ う.す で に 黄 時 鑑 【1988,pp.

164-166】 も,蒸 留 酒 の製 造 法 が モ ン ゴル 時 代 に 西 方 か ら中 華 地 域 へ 伝 播 した

際,そ れ らの 蒸 留 酒 は主 に ブ ドウ酒 を原 酒 と して い た と結 論 して い る.

こ こでuig.araqiの 在 証 例 が確 認 され た こ とは,arab.`araq>mong.araldと い

う借 用 経 路 【Laufer1919,p.236】 にお け る ウ イ グル 語 の 介 在 を推 測 させ る.翻

字 の上 で は,明 ら か にuig,araqiの 方 がmong.瓠aldよ り もarab,`araqに 近 い.

Arab.`araqに 語 末 母 音 一i!一iが加 え られ る理 由 も,上 述 のboraraqiと い う例 を

考 慮 す れ ば,arab.`訂aqが ウ イ グル 語 に借 用 され,ト ゥル フ ァン特 産 のbor「 ブ

ドウ酒 」と結 び つ い た際 に 人称 語 尾+iが 接 続 してaraqiと な り,こ の 形 式 が 定

着 した もの と説 明 で き る.た だ し上 述 した よ うに,蒸 留 酒 を意 味 す るuig.araqf

の 在 証 例 は本 文 書 お よ びTexI15,U6154の3件 に と ど ま り,10～ll世 紀 の ウ

イ グ ル文 書 に は確 認 され て い ない[c£UW3,p.175].一 方,『 五 体 清 文 鑑 』

(下,民 族 出 版 社,1957,p.3807)や 新 ウ イ グ ル 語 にみ え る`araq～araq～haraq

[Jarring,p.36;『 維 漢 詞 典 』p.647】 とい う形 式 は,モ ン ゴル 時代 のuig.紅aqiか ら

発 展 した の で は な く,.15世 紀 以 降,イ ス ラム化 の 過 程 でarab.`斑aqを 直 接 借
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用 した もの と思 わ れ る.従 っ て,13～14世 紀 の ウ イ グル 語 に 「蒸 留 酒 」を意 味

す るaraqiが 定 着 してお り,そ れ が モ ン ゴ ル語 に借 用 され た とみ な す に は,現

時 点 で は根 拠 不 足 で あ る.と は い え,uig.蹴aqiをmong.araldか らの借 用 とす

るZieme[1997,n.32]の 考 え も,再 検 討 を要 す る だ ろ う.

4r8,manis¢an・ 恥=manis¢an～manistanは,元 来 は 「住 居,住 所 」 を意 味 す る

中世 イ ラ ン語 で あ り,ウ イ グル 語 に はマ ニ教 を通 じて 「マ ニ教 寺 院 僧 院」の 意

で借 用 され た が,後 には 仏教 寺 院 を も意 味 す る よ うに な っ た[BTTV,pp.47-48;

Zieme1980,pp.215-216;BTrXIII,p.189;森 安1991,pp.63-64].西 ウ イ グ ル 国

は10世 紀 末 ～11世 紀 初 頭 に か け て そ の 「国教 」 をマ ニ 教 か ら仏 教 へ と変 更 し

て お り[森 安1991,pp.127-160],一 方,本 文 書 は14世 紀 中葉 ～後 半 に年 代 比

定 され る か ら,本 処 のmImisσ 皿 は仏 教 寺 院 とみ な す の が 妥 当 で あ ろ う.た だ

し,vaxar(一vrxar)と の 具 体 的 な 相 違 に つ い て は 不 明 で あ り,本 処 で は 「マ ニ

ス タ ン」 と訳 出 す る に と どめ る.manisOan-hγ に 後 続 す るa乙a(.)は,vaxar-liγ

borluq「 仏 寺(所 属)の ブ ドウ 園」と同 様 の何 らか の 施 設 か,あ る い は人 名 要 素

で あ ろ う.mImisσan-liγ で 人 名 とす るZieme【1997,p。443]に は従 え な い.

4r9,ζa蕊g⑳ta翫 δ且註k樋a6註g⑪ とta蓉t61akを そ れ ぞ れ ま とめ る形 で,楕 円形

の 墨 勾 が 記 され て い る.Cf語 註4r19.

4r10,sa』Texq5(1ine3)に はs(a)tba瓢 とい う人名 が 現 れ る.Line9行 末 の 破

損 部 に は,本 来satbaと 書 か れ て い た の か も しれ な い.Cf語 註15r3,15r5.

4r12,qum6g伽qivborlu吼=qum「 砂:砂 漠 」が 地 名 と して 現 れ る例 は,SUK

WPO4(lines12,22)のqumborluq「 ク ム(砂?)ブ ドウ園 」が あ る.6ganは 「小

川,細 流;渠 」の 意.qiv「 吉,幸 運 」【ED,p,579]は,敦 焼 ペ リオ編 号 第181窟

出 土 ウ イ グ ル文 書Nos.195+197+203v(1ine8)の 在 証 例[森 安1985,pp.65,83-

86]と 字 形 が 似 て い る.後 続 す る ブ ドウ園 の 名 称 とみ る.

4r13,匿isung=漢 語 に 由 来 す る仏 寺 名 称 で あ る こ と は確 実.適 当 な原語 を求 め

るべ きで あ ろ う.た だ し,こ れ まで に確 認 され て い る麹 氏 高 昌 国 ～ 唐代 トゥル

フ ァ ンの 仏 寺 名 に は対 応 す る もの が ない[cf町 田1990〕.
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4r15,lambf=Text15(1inesl4,17)に も在 証 され る 人名 要 素 ない し称 号 で あ る.

語 感 か らは や は り借 用 語 と思 わ れ る が,原 語 は特 定 で きて い な い.

4r19,b腿yantumゴ 癒lhle9の6a砿gσU,ta獣61akと 同 じ く,こ こ で はbuyantunl廊

が 墨 勾 で ま とめ られ て お り,合 わせ て一 つ の 人 名 で あ っ た こ とが 判 明 す る.

TextsU5309(T皿D238b)BBAW

[解説]犬 年(1358?)8月7日 付,羊 ・麺 粉 供 出命 令.た だ し,各 供 出 負 担 者 に

命 じられ て い る負 担 額 は数 字 の み で あ り,そ の合 計 は最 終 的 に 供 出 を命 じ ら

れ て い る 「1(頭 の)羊 」お よ び 「5バ トマ ンの麺 粉 」と まっ た く整 合.しな い.

筆者 は,こ れ らの 数 字 が 供 出物 件 全 体 に対 す る負 担 の比 率 を表 して お り,コ

プズ=テ ミュ ル:(ノ イ ン ・某 ・イ ナ ンチ ・ル バ グ):(ウ チ ・ヤ ピ グ ・メ ン

チ ュ グ):シ ン グギ ングの オ グ リ=1:1:1:05の 割 合 で,羊 と麺 粉 を調

達 す る費用 を分 担 す る もの と考 え る.Text6も 参照 せ よ.な お,楊 富 学[1990,

p.19]が 本 文書 を 「労 役灘 派 書 」とす るの は正 確 で は な い.

[転写]USp76.

[研 究]Zieme1974,p.300;1煎o.,p.446,No.ll8;楊 富 学1990,p.19.

[備考]高 昌故 城 出土.15.7×13.OcmChamoisα ～beigecl雄.ほ ぼ 完.粗 い 漉

き縞(4!cm)の あ る不 均 質 な中 下 質 の 紙.現 在 は 台紙 に貼 付 保 存.
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犬 年 第 八 月 初(旬 の)七

日に.準 備 して お くべ き羊

の うち,ト ゥ ト ゥン税 以 外 に,コ プズ=テ ミ ュル が

1,ノ イ ン,… ・,イ ナ ンチ,

ル バ グが 合 計1,ウ チ,ヤ ピグ,

メ ンチ ュ グが 合 計1,シ ング ギ ン グ(=新 興)の

オ グ リが 半 分,合 計1(頭 の)羊 を

供 出 せ よ.5バ トマ ンの 麺 粉 も また供 出せ よ.

[語註]

5r2,an吋up=Radloff[USp76]に 従 う.使 臣 や ベ グの 到 来 にそ な え て羊 を 「準

備 してお く」 もの と解 釈 す る.

5r3a,崩 ¢血n・"n3こ れ を 「トゥ トゥ ン税 以外 に」と訳 す 点 につ い て は,本 稿 第3

節(4)参 照.Radloff[USp761がUi⑪nをt61t「4,四 」 と読 む の は誤 り.Ui⑪n～

tnmnは ウイ グ ル語 俗 文 書 にお い て しば しば税 目 と して在 証 され,「 か ま ど税 」あ

るい は 「戸 税 」と訳 され る[USp,p.300;TMENH,pp.605-606,NL953;ED,pp.

457458;Rasc㎞aml992,p.156].し か し,こ れ らの 解 釈 は単 にUit血nの 原 義

「煙 」か ら類 推 され た もの に過 ぎず,そ の 実 態 につ い て は歴 史 学 的 に考 察 して い

く必 要 が あ る.ち なみ に,チ ャ ガ タイ=ウ ル ス発 行 モ ン ゴル語 文 書BTrXVI,Nr

69(hne10)に 現 れ る税 目1㎞nは,こ のtUt並nに 対 応 す る[松 川1995,p,116].

5r3b,qopuzt5m血r:人 名 要 素qopuzはSUKSaO9(line3)に も現 れ る.t益mOrの

語 頭 のT一 は,紙 が 破 損 した状 態 で 台 紙 に貼 付 され て い る た め,左 側 に ず れ て

い る.

5r4,noyin3本 処 お よ びTexd2(line9)の ほ か,い ず れ もBBAW所 蔵(未 発

表)のU5283(line2),Ch/U7370(line5),Ch/U8097(lines1,2,4,5)に も在 証 さ れ

る,Mong.noyan「 ノ ヤ ン,遊 牧 貴 族,官 人 」の借 用 ・変 異 形 とみ る.モ ン ゴ ル

語 文 書 で は例 外 な くNWY'N=noy紐(pl.NWY'D=noyad)の 形 式 を と るが,上
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掲 の ウイ グル 文 書 で はす べ てNWYYN=noyfnと 書 か れ る.ペ ル シ ア語 史 料 で

も,mong』oyanは 多 くの 場 合NWYAN=nUyan-NWYN=nほ'in～n匝yanと 書

か れ る が,ウ イ グ ル文 書 のNWYYN=noyfnと い う形 式 に対 応 す るNWYYN=

nU抑 の 例 もあ り[TMENI,pp.526-528,Nr.389],ま た ア ル メ ニ ア語 史料 で も

nuin-nou童1と い う表 記 が 一 般 的 で あ る とい う[Cleaveslg4g,p.405;Ligetilg65,

p.291].な お,本 処 とText12で は 人 名 要 素 で あ る.

5r6,sing'ging2チ ャ ガ タイ=ウ ル ス発 行 モ ン ゴ ル語 命 令 文書BTrXVI,Nr.68

(line2)にsingging一 血nt"甜med-e「singgingの 官 員 た ちへ 」と現 れ る 地 名singging

と同 じと み る.ま た,ウ イ グル 語 契 約 文 書SUKWPO4(lines8,20)でRadloff/

Ma豆ov[USp55】 がsingrik/singik!qi直ng,SUK編 者 がsiggikと 読 ん だ 地 名 も,

singgingと 読 んで 同 地 とみ な す べ きで あ る 。Franke【1975,p.65]も 言 うよ う に,

語 感 か ら は漢 語 の 地 名 の音 写 と思 わ れ る.Frankeは そ の 原語 と して 「聖 京 」を

想 定 し,こ の 「聖 京 」を 高 昌 の 別 名Idiqut一 話ahri「イ ドゥ ク ク ト(Idiqut<1duq-qut.

西 ウ イ グ ル 国 王,原 義 は 「聖 な る 天 寵 」)の 都 城 」の 漢 語 訳 と推 測 し た.し か

し,ウ イ グ ル 語 ・モ ン ゴル 語 文 書 に は高 昌 を さすqoこ0が 頻 出 し,そ の 一 方 で

高 昌 を さす 「聖京 」の用 例 は漢 文 史料 に も見 あ た らな い.Franke自 身 も,Idiqut一

蓉ahriと い う名 が用 い られ るの はか な り後 代 で あ る こ とか ら,こ の 比 定 に消 極 的

で あ る.ま たCerensodnom&Taube[BTrXVI,p,168]も,こ のsinggingに は註

記 を加 え ず,語 彙 集 で 固有 名詞 とす る に と ど まる.

こ こで 筆 者 は,Franke[1975,p.65]が 音 韻 的 に可 能性 が 低 い と して 斥 け た セ

ンギ ム(sanggim)へ の 比 定 を復 活 させ た い.現 在 の セ ンギ ム を麹 氏 高 昌 国時 代

に高 昌 の 北 方 に新 設 され た 新 興 に 比 定 す る こ とは鉄 案 で あ る[嶋 崎1977,pp.

123-127;荒 川1986,p.40].こ の新 興*sin-kiq(LRP,pp。343,344)が,9世 紀 中

葉 以 降 に 東 部 天 山 地 方 へ 西 遷 して きた ウ イ グル 人 に よ って 発 音 され た 際,そ の

第1音 節sinが 第2音 節xioに よ る逆 行 同化 で 鼻 音 化 して*si可 一xioと な り,ウ

イ グル 字 でsingging-sing'gingと 表 記 され た と,筆 者 は推 測 す る.清 代 中期 か

ら現 在 ま で 用 い ら れて い るsanggim(>chin,勝 金 ～僧 吉 木 ～森 尼 木 ～僧 尼 木 ～
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色 更 木)と い う形 式 も,こ のsinggingの 第2音 節gingが 第1音 節 の影 響 でgim

と異 化 さ れ て 生 じた と説 明 で き,Frankeの よ う に懐 疑 的 に な る必 要 は な い.

さ らに,上 に言 及 したSUKWPO4の 記 事 か ら は,singgingにuluγk61Uza

suvaq-1'iγ._yir「 大 きな 湖 で 灌 概 され る … ・田 地 」が 存 在 して い た こ と,ま た

BTrXVI,Nr.68か らは,テ グ ル(Tegiir)と い う人物 がsinggingに お い てk61(一ttn)

く　の

河arusun「 湖(ま た は池)の 田 地 」を所 有 して い た こ とが 判 明 す る.い ず れ も,

singgingに 存 在 した 田地 がk6豆 「湖,池 」と関連 す る こ とを 示 す.一 方,セ ンギ

ム=新 興 の 西 方 に は,20世 紀 初 頭 まで チ ッカ ン=ク ル(crqqan-k61)と 呼 ばれ る

周 囲約3.2㎞ の湖 が 存 在 して い た[LeCoq1913,p.11;LeCoq1926,p.79;嶋 崎

1977,p.127].さ らに,麹 氏 高 昌 国 時 代 か ら唐 代 に か け て,新 興 に は漬(貯 水

あし

池)や 澤(草 の繁 茂 す る湿 地)が 散 在 して お り,ま た水 辺 に 生 え る葦 が新 興 の 特

産 物 とな っ て い た こ とが,ト ゥル フ ァ ン出土 漢 文 文 書 の研 究 か ら知 られ て い る

[關 尾1984,pp.5-12;荒 川1997,p.53;森 安1991,pp.91-92].こ れ ら を勘 案 す れ

ば,WPO4のsinggingの 田 地 を灌 概 す る 「大 き な湖 」とはチ ッカ ン=ク ル を 連 想

させ る し,BTrXVI,Nr.68の 「湖(ま た は 池)の 田 地」 も,大 湖 チ ッ カ ン=ク

ル ない しは散 在 す る貯 水 池(漬)に よっ て 灌概 され る耕 地 か,あ る い は澤 の ご と

く水 草 の 豊 富 な 湿 地 と解 釈 す る こ とが で きる.以 上 の よ うな 地 理 的 条 件 か ら

も,singging=新 興=セ ンギ ム の 比 定 は支 持 され よ う.

な お,s血ggingに 後 続 す る 一ligは,次 行 の 人 名 オ グ リ(Oγli一)の出 自 ・所 属 を

表 わ す もの とみ る[ATG,p.65,§77;OTWF,pp.143-144].

5r8:badman・ 一batmanは 頻 出 す る重 量 単 位[YamadaXII,p.498;ED,pp.305一

(ll)BTrXVI,Nr.68は,テ グ ル のk61(一 伽)両arusunを 保 護 す るた め の 免税 特 許状 で あ

る 。文 書 中1ines5-6で は 裂n-e〔egOr一顧ns【 】一圭urnigenk61qaJarusun暗iγu「 この テ グ ル

の,・ … に あ る1つ の 湖(ま た は池)の 田 地 が あ っ た 」とな っ て お り,田 地 の 所 在 地 を

記 す部 分 が破 損 ・訣 落 して い る.し か し,1ines9-16で この 田 地 へ の 課 税 ・干 渉 を 禁 止

さ れ て い る のが メ ル キ ト(Merkid)・ セ ング ム(Senggnm)を は じめ とす るsinggingの 官

員 で あ る 以上,問 題 の 訣 落 部 に もsinggingを 補 うべ きで あ る[cf松 川1995,p,115].

ま た,k61(一 〇n)禰arusunのk61を モ ン ゴ ル語 の 「足 」で は な くテ ユ ル ク語 の 「湖,池 」

と解 釈 す る こ とに つ い て は,F【anke1975,p.66;BTTXVI,p.168,Nr68r5.
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306].写 真 で はbi蓉ba¢manmin以 下 が 墨 線 で 抹 消 され てい る よ う に見 え る.し

か し,こ の 墨 線 は行 頭 のb鱒 血nの 語 末 の 一Nが 埋 め草 と して 引 き伸 ば さ れ た も

の で あ り,そ の 上 にbi蓉baσmaumhlm-ab爵nnと い う文 言 が 追 加 され て い る の

で あ る[cf語 註2r19・20].Radloff[usp76】 が 行 頭 をonbi話 と読 ん で 「15(バ ト

マ ンの 麺 粉)」 と した の は,b榔 加 末 尾 の 一WNを 誤 読 した た め で あ る.

Text6U5291(TM91)BBAW

[解 説]犬 年(1358?)ll月4日 付,上 着cag磁y)供 出命 令.最 終 的 に供 出 を命

じ られ て い る 「1(着 の)毛 皮 の 棉 の上 着 」(lhles9-10)に よ っ て,直 前Gines

8-9)の 「2(着 の)棉 入 り服 」が 折 納 さ れ る もの とみ る.そ して,こ の 「2(着

の)棉 入 り服 」が,オ テ ミシ ュ ニカヤ ・下 等 の テ ミ ュル ・マ ウ シ=オ グ リ=ベ

キ ュ ズ ・下 等 の ヨルチ の4名 か らな る集 団(1ines4-5)と,下 等 の ダ ル マ ・カ

ラ=カ ヤ ・ヨ レク の3名 か ら な る集 団(1血es6-8)と に,各1着 ず つ 賦 課 され た

もの と考 え る.各 供 出負 担 者 の後 に示 され る 数字 は,1着 の 「棉 入 り服 」を調

達 す る費 用 を分担 す る際 の分 担 比 率 で あ ろ う.そ れ ゆ え,オ テ ミシ ュ=カ ヤ ら

4名 の負 担 す る数 字 の 合 計(1+1+1+1=4)と,下 等 の ダ ル マ ら3名 の合 計(2

+1+1=4)と が 等 し くな るの で あ る.Text5の[解 説]も 参 照 せ よ.な お,

Raschmam[lgg5,p.120」 は 本 文 書 を 「租 税 リス ト(Abgabenhste)」 とす るが,

従 え な い.

[転写]Rasc㎞a㎜1995,P.120,NL24(Hnes840).

[研究]ETHV,p.37[165116];Zieme1974,p.300;Raschmaml995,pp.39,45,99.

[備考]17.6×13.7cm.Beige～beigecla廿.完.漉 き縞(5/c1n)の あ る不 均 質 な 中

下 質 の 紙.現 在 は台 紙 に貼 付 保 存 。
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犬 年 第十 一 月 初(旬 の)四 日 に.

テ ミュ ル=ブ カ使 臣 にユ リ グ税 と して

与 え るべ き1(着 の)毛 皮 の上 着 を,ト ゥ ト ゥン税

以 外 に,オ テ ミシ ュ=カ ヤ が1,下 等 の テ ミュ ルが

1,マ ウ シ=オ グ リ=ベ キ ュズ が1,下 等 の

ヨル チ が1,合 計1(着 の)衣 服.下 等 の

ダ ルマ が2,カ ラ=カ ヤ が1,

ヨ レ クが1,合 計1(着 の)衣 服.こ の2(着 の)

棉 入 り服 と引 き替 えで1(着 の)毛 皮 の 衣 服

上 着 を供 出せ よ.

[語 註]

6r2,yu1W=Arat[ETH紘p.37]は 「仕 事 の た め に(i§igin)」 と 訳 す が,そ の 根 塑

は 不 明.Text9(line3)のqolu蓉 「コ ル シ ュ 税 」 と比 較 す れ ば,こ れ も税 目 名 称

と考 え ら れ る の で,「 ユ リ グ 税 」と試 訳 す る.お そ ら くはyul一`物pullout,pluck

out"[ED,p.918】 に 由 来 す る も の で あ ろ う.

6r3,k血rk鱒g談 描y=tagalay'一dagal註yはmong.degelei``camisole,unecourte

pelisse;jacket,camisole,shortfurgamlent;JackemitkurzenAmleln"【Kowalewski

,III,p.1740;Lessing,p.243;TMENI,pp.327-328,N二200】 の 借 用 語 と み る.本 処
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で は か な り・訣 落 し て い る が,1ine10で は 明 瞭 にT'K'L[']Yと 記 さ れ て い る.こ

の 揖g猫yと の 関 連 か ら,kurkは 「毛 皮(の)」[DTs,p.329;ED,p.741]と 解 す

る.本 処 のkUrktagalayと,1ines9-10のkttlkb6zVagalttyと が 同 じ も の で あ る こ

ロ 　ラ

と は文 脈 か ら明 白 で あ り,kUlkはknrkの 誤 記 とみ な す.た だ し,ktirkと 血e9

のb6z「 棉 布:棉 製 の」 とは整 合 しな い.b6zに は単 に 「衣 服 」 を意 味 す る対 訳

例 もみ られ るの で[Raschmann1995,pp.96-101;cf松 井1997a,p.109],本 処 で

もkhrkb6zが 「毛 皮 の 衣服 」を意 味 し,偉galay「 上 着 」と類 語 重 複 を構 成 して い

るの か も しれ な い.

6r3・4,tlidtin・tin=本稿 第3節(4)お よ び語 註5r3a参 照.

6r7,qar・aqay・a=qay-aの 部 分 は若 干不 鮮 明 で あ るが,Text15(linell)に 現 れ

る人 物 と同一 とみ て補 う.

6r9,ktipliZligton;U5287(1ine5),U5665r(=松 井1998a,文 書 田,line5)に も在

証 さ れ る.Raschmam【1995,p.39]はkapazligを 素 材 を示 す術 語 とみ て 「木 棉 製

の 衣 服 」 と訳 す.し か しこ れ ら3件 の う ち,本 文 書 は11月4日 付,U5287は

12月4日 付 と,い ず れ も冬 季 に 発 行 され て い る.ま た,こ のkapazligtonと 引

き替 え でk肛rk偉g舩y「 毛 皮 の 上 着 」[語 註6r3]が 供 出 され る とい う文 脈 か ら,

筆 者 はkapazligtonを 「棉 入 り服 」と訳 し,一 種 の 防寒 服 を想 定 す る.

Text70LRy.8127龍 谷 大 学 大 宮 図 書 館

[解説]犬 年(1358?)11月 某 日付,物 件 供 出 に よる 番役 代 納 命令.

[写真]香 川 黙 識(編)『 西 域 考 古 図譜 』下,国 華 社,1915,西 域 語 文 書(10-1)「 回

鴫 文 文 書 断片 」;羽 田 ・山 田1961,pl.33(文 書 後 半 部 の み).

[転 写]松 井1998a,文 書IH.

[研 究]羽 田 ・山 田1961,p.198;Zieme1974,p.300.

(12)Raschmann【1995,p.45】 は 専agalayを 判 読 で き な か っ た た め,line9のkOlk-k61k

をk61Uk"somethinghamessed;abaggageanimal"[ED,p.7171に 結 び つ け てb6z「 棉 布 」

に 関 わ る量 詞 ・単 位 と推 測 した が,従 え ない.
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[備 考]14.OXl35cm.chamoisα ～beige,下 鉄,左 端 に 折 り返 し.粗 い 漉 き縞

(4/cm)の あ る 中質 ～ 中下 質 の 紙.現 在 は台 紙 に貼 付 保 存.保 存 され て い る

封 筒 に は 「喀 劇 和 卓 出土 」と い うメ モが あ る.

1

2

3

4

5

6

7

姓y正1birygn1日 直n～lay[]

o¢uz-qabuq-a皿 ～5i[】

suqupbarγu薩 ～5～hvaJ[】

al{重insa1翌Yりyb辻 ～luvごz'[]

璽ybir乙uvalmayaqbUk義n嬰y

bh・ こuva'bhripba蓉k談z一

一∫9-katu(お 皿n

1

2

3

4

5

6

7

犬 年 第 十 一[月]

二 十 □ 日 に.ブ カ使 臣 ・…

挿 入(=納 入?)し て行 くべ き3布 袋[… ・の うち]

下 等 の サ リグ戸 が1布 袋,… …

戸 が1布 袋,マ ヤ ク=ビ ュ[ケ ン戸 が]

1布 袋 を供 出 し,第1[番

役]に 充 当せ よ.

[語註]

7r3a,su叩p3羽 田 ・山 田[1961]はqoqbuと す るが,字 形 をみ る 限 り語 頭 は

X一で は な くS一,語 末 は 一PWで は な く一Pで あ る.他 の供 出命 令 文 書 の 文 例 か ら

考 え て も動 詞 の副 動 詞 形 「～ して」とす べ きで あ り,字 形 か らsuqup〈suq一"to

insert,thrustin"[ED,p.805]と 読 ん だ.本 処 で は税 糧 な どを 「納 入 す る」の意 か.

Uig.qud一 「注 ぐ,注 入 す る」が 税 糧 な どを 「納 入 す る」意 とな る例 も参 照 で き よ

う[松 井1997b,pp.29-31].前 稿[松 井1998a,p.029]で 「押 して?」 と した の
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は 誤 訳 で あ り,訂 正 す る.

7r3b,椥vakウ イ グ ル 語 世 俗 文 書 に は こ れ ま で 在 証 さ れ て い な い が,オ ス マ

ン 語 ・ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン 語 ・現 代 ア ナ ト リ ア 方 言 のguva1"Sack(vongrober

Leinwand),Getreidesack;derSack;einSackfUrKohlen;dieSackabgabe"[J.Th.

Zenker,7撹rん'5乃 一αrαう」∫c乃「ρ8r5∫∫c加5・磁 η4wδr∫θrうκc乃,p.369;WbIII,p.2186],「 †直

物 製 の 粗 い 大 き な 袋 」[竹 内 和 夫 『トル コ 語 辞 典(ポ ケ ッ ト版)』 大 学 書 林,p.88]

と 同 じ で,pers,guva1"asack,bag"〔F.Setingass,ACo〃4π θ舵 漉vθPθr∫'α η一Eπ8"5h

D∫c'∫oηαry,p.376]か ら の 借 用 語 と み な し,「 布 袋 」 と 訳 す.た だ し,穀 物 そ の

他 の 計 量 単 位 と して 用 い ら れ て い た 可 能 性 も高 い.そ の 場 合,1ine3.行 末 の 鉄

落 部 に 具 体 的 な 供 出 物 件 名 が 記 さ れ て い た と推 測 さ れ る.

7r4,a1{蜘sar町 嬰y3語 註9r4参 照.

7r5,mayaq騰k謎n嬰y3行 末 は破 損 して い る が,お そ ら くText12(lines7-8,13)

に 現 れ るmayaqb並kanny「 マ ヤ ク=ビ ュ ケ ン 戸 」 と 同 一 と み て 補 う.

7r6,ba蓉k瓢zig=kazig-ka§ig「 番 役 」の 順 番 は,ほ と ん ど の 場 合 序 数 に よ っ て

表 わ さ れ る が,「 第1」 の 場 合 はilki,ba甜nqiで は な くba話 が 用 い ら れ る.Text

10(1血e4)の 例 も参 照 せ よ.

Text81stanbulNα12ist訊nbu1むnivers董tesiMerkezK血tnphanesi

[解 説]犬 年(1358?)12月9日 付,ブ ドウ 酒 供 出 に よ る 番 役 代 納 命 令.

[写 真]山 田V,pl。2.

[転 写]山 田V,p.24;松 井1998a,文 書IV.

[研 究]Ih碇o.,p.445,No,ll6;梅 村1981,n.33;楊 富 学1990,p.19.

[備 考]15.0×14.Ocm.Beige,完.

1

4
乙

(」

ityn～lxヨptaytoquzyangiqa

bakibag-ka撤Ua血y-qa

bhrgab血rqap.bo】 卜nia1(婁in
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4(._)一'興ybh・ipbi営in～1

5ka§ig-katutzun

1

2

3

4

5

犬 年 戒 月(=第 十 二 月)初(旬 の)九 日に.

ベ キ=ベ グ とエ リン キ ュ冒ア タイ に

与 え るべ き1カ ブの ブ ドウ酒 を,下 等 の

・… 戸 が供 出 し
,第5

番 役 に充 当せ よ.

[語 註]

8r2・3=本 処 のB註ki-bagとA血1kn-Atayを 本 文 書 の 通 知 先 とみ なす 山 田[V】 説

の 誤 りは,前 稿[松 井1998a,p.033]で 指 摘 した,ま た,山 田 はb廿gOをbiragU

「合 わせ て 」 と読 ん だ が,つ と にCla・k[Intro.,p.444]お よびSUK編 者[SUK1

[2371,p.24*2】 に よっ て 提 出 さ れ て い た訂 正 案 に従 う。

8r34,alσ 血(_)・'嬰y=山 田[V]はal¢inを 人 名 要 素 とみ な す が,従 え な い[語

註9r4].Lhle4行 頭 語 が 人 名 要 素 で あ る こ とは確 実 で,Clalk[lntro.,p.445]は

Textg(1ine4)のald血s磁 γ"y「 下等 の サ リグ戸 」を期待 して い るが,写 真 で 見 る

限 り,語 末 の字 は左 下 側 へ 流 れ てい るの で 一Xと は読 め な い.

Textgu5303(T皿D68)BBAw

[解 説]鼠 年(1360?)12月6日 付,ブ ド ウ 酒 供 出 に よ る 番 役 代 納 命 令.

[転 写]USp80;山 田V,pp.25-26;松 井1998a,文 書V.

[研 究]Ce蝕o首lu1934,p.40;ETHV,p.36[317];Ziemel974,p.300;Inlm.,p.445,

No.ll5;梅 村1981,n.33;楊 富 学1990,p,19.

[備 考]高 昌 故 城 出 土.17.7×13。Ocm.Chamoisα ～beigedair.下 端 は 裁 断 さ れ

て い る.漉 き縞(5/cm)の あ る 不 均 質 な 中 下 質 の 紙.現 在 は 台 紙 に 貼 付 保 存.
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k江s㎞y置 ～三ax蓉ptayal雌

yangf-qa孟 旺buq-ail～ii-ka

qolu蓉b皿abh●9旺birqap

bor-nial{重 血1sali臣yny

bhiptoquzun～lka§ig一

一ka血1dzun

1

2

3

4

5

10

鼠年戒月(=第 十二月)初(旬 の)六

日に.エ ル=ブ カ使臣に

コルシュ税 とともに与えるべ き1カ ブの

ブ ドウ酒を,下 等のサリグ戸が

供出し,第9番 役

に充当せ よ.

[語註]

9r3,qo聴=Radloffがqolu「 時 間」か らの派 生語 と して 「期 間 」と訳 した の に対

し,Malov[USp,pp.237,279」 は ジ ョチ ⇒ ル ス の テ ユ ル ク語 命令 文 書 に在 証 例

が あ る と して税 目名 称 と修 正 した.本 処 で もこ れ に従 っ て 「コ ル シ ュ税 」と訳

す.ジ ョチ=ウ ル ス のqolU蓉 は,動 詞qol一「求 め る,願 う」か らの 派 生 語 で あ り,

同 じ くqol一か らの派 生 語 で あ るqoltqaと 熟 して 用 い られ,君 主 ・封 建 領 主 へ の

強 制 的 供 出金 を意 味 す る とい う[Muhamedyamv&V6s血y1987,p.197].管 見 の

限 り,ウ イ グ ル文 書 で は,龍 谷 大学 所 蔵(未 発 表)のOtRy.2007+2510(Hne2)

に,[】 一qaqolu蓉bhlabi㎎ 血{】 「～ にqolu蓉 と と もに差 し出 す[べ き]」 と,本 処

と ほ ぼ 同 じ構 文 で在 証 され るの み.在 証 例 の 増 加 が 待 た れ る.

9r4,a且⑪nsa疵 γ泄y3alσin～altfnは"below,beneath,lower"[ED,p.131エ の 意.山

田[Vlは 本 処 とText8(line3)のalσfnを 人 名 要 素 とみ な した が,Texts2(line

3),3(line6),6(lines4,5,6),7(line4)で も同様 に人 名 要 素 に先 行 して 在 証 され,
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そ の 全 て を人 名 要 素 とみ なす の は 不 自然 で あ る.さ らに,Texts7,8お よび 本

処 で,alσin+《 人 名 要 素 》に後 続 す る語 は 血y～uy「 戸 」と読 め る[語 註1r5b].

そ こ で筆 者 は,こ れ ら のal伽 を,戸 口 等 級 にお け る 「下 等 」を意 味 す る もの と

み なす.玄 癸 伝 で も漢 文 原 典 の 「所 謂 上 之化 下 」(大正 新 修 大 蔵 経,Vol.50,No.

2053,p257c)がqal茄stUnu豆uγ 一dihbo蓉un皿araltinki6igk甑gi「 謂 く,上 の 長者 か

ら下 の小 者 まで 改 宗 させ た」 と ウイ グル 語 訳 され,al症nが"sozialniedhg"と 解

釈 さ れ る こ と も参 照 せ よ[UW2,p.111;R6hfbomlgg1,pp.38-3g,195].

Radloff[USp80]はsa御 をs削dzと 読 ん だが,語 末 の尻 尾 はtoquzunこ(line5)の

一Zと 比べ る と明 らか に長 く,山 田 【V]の 修正 案 に従 う.こ の 「下 等 の サ リグ戸 」

はText7(line4)に も現 れ る.

Text10U5316(Tm168)BBAW

[解 説]牛 年(1361?)7月21日 付,甘 い ブ ドウ酒 供 出 に よる番 役 代 納 命令.

[転 写]Zieme1997,p.438;松 井1998a,文 書W.

[研 究]ETHV[176/271;Ziemel974,p.300.

[備考]17.0×5.7cm.Chamoisα ～beigeclair.完,漉 き縞(5/cm)の あ る不 均 質

な 中下 質 の 紙.現 在 は 台 紙 に貼 付 保 存.
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2

3

4

udy逓yiσin～ 三aybiro(重uz-qa

toy-qalcguucqapsucug一

一niqu4加 γ 〔iyb血 σ血rUpbhip

ba蓉ka写ig-katu(婁 §un

1

2

3

4

牛年第七月二十一日に.

宴会用の,飲 むべ き3カ ブの甘いブ ドウ酒

を,ク トルグ戸が調達 して供出し,

第1番 役に充当せよ.
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[語註]

10r2a,toy=～mong.toi～pels.隻Uy.「 宴 会 」の 意[TMENIH,pp.352-355,Nd352;

ED,p.566].本 文書 が 行 政 命 令=公 文書 で あ る こ とを考 慮 す れ ば,イ ネ チ(イ

ナ ンチ,Ih醐/1nan乙i)一 族 の支 出簿SIKr.IV638(hnes67,170)[cf梅 村1987]

にみ られ る よ うな 婚 礼 に際 して の 私 的 な 祝 宴 とは 異 な る こ とは確 実 で あ る.お

そ ら く,イ リ渓 谷 を本 拠 とす るチ ャガ タイ=ウ ル ス宮 廷 で 開 か れ る最 大 ・最 高級

の 宴会 か,も し く は トゥル フ ァ ン盆 地 内 の 支 配 層 が 開催 す る もの で あ ろ う.モ

ン ゴル 時代,王 族 ・貴 族 ら支 配 層 に よっ て 開 か れ る宴会 は,き わ め て 重 要 な政

治 的 役 割 を果 た して い た[杉 山1996,pp.199-200;杉 山1997a,pp.199-222].モ

ン ゴル 時 代 以 前 の 西 ウ イ グル 宮 廷 の 宴 会 に つ い て もイ ス ラム 史 料 の 記 事 が あ

り,1000人 の男 と約400人 の女 が ウ イ グル王 に 陪席 し,や は りブ ドウ酒 ない し

ブ ドウ ジ ュ ー スが 飲 料 と され た とい う[森 安1991,pp.163,165].

10r2b,驚"aps驚 雌g:山 田 【IV,p.182]は,qap「 カ ブ;皮 袋 」で 液 体 を計 量 し

た例 に つ い て 「2又 は1の 数 しか認 め られ な い」と述 べ た.本 処 の 在 証 例 は,そ

れ を上 回 る点 で 重 要 で あ る.

s龍ngは 「甘 い 」g)原 義 か ら 「甘 い ブ ドウ酒;ブ ドウ漿,ブ ドウ汁 」を意 味 す

る[ED,pp,796-797;間 野1992,pp.12-13;SUK2,p.283;Ziemel997,pp,438-

439].Texts1,3,8,9で は そ れ ぞ れbor1カ ブ で番 役(kazig)が 代 納 され て い る

の に対 して,本 文 書 で はsn乙血g3カ ブ で番 役 が 代 納 され て い る.こ の こ とは,

saこ駐gがborよ り も廉 価 ・低 級 ・低 質 で あ っ た こ と を示 唆 し,s"こngを 未 精 製

品,bor「 ブ ドウ 酒 」を よ り高 価 な精 製 品 と した 山 田[IV,p.116】 の説 を 補 強 す

る もの とい え る.た だ し前 註 で み た よ う に,本 処 のsnこngが 飲 用 され る 宴 会

(toy)の 性 格 に よっ て は,s蝕 甜gがborよ りも甘 美 で 良 質 ・高 級 な ブ ドウ酒 で あ っ

た可 能性 も残 る.そ の場 合,本 文 書 で ク トル グ戸 に命 じられ て い る番:役代 納 は

例 外 的 に過 重 だ っ た こ とに な る.

10r3,q吋1uγ 曲y=Zieme[lgg7】 はqotuz圃 と読 む.岨 をay「 戸 」と訂 正 す る点

に つ い て は語 註1r5b参 照.qotuzに つ い て る,一L一 の フ ッ クが わ ず か に読 み 取
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れ る た め,頻 出 す る人 名 要 素quσluγ(～qutluγ)に 改 め た.

10r4=Zieme[1997]は,文 末 の命 令 文 言 を疑 問符 つ き なが ら"F雌rdieHaupt-

Wacheseiesgehalten!(??)"と 訳 す が,誤 りで あ る.本 稿 第3節(1)参 照.

Textllu5967BBAW

[解説]虎 年(1362)10月24日 付,物 件 供 出命 令(た だ し,供 出 物件 は不 明瞭).

[研究]Ziemel974,p.300.

[備 考]20。0×6.7cm.Beige～c聯noisα.完,漉 き縞(5!cm)の あ る不 均 質 な 中

下 質 の 紙.現 在 は ガ ラス 保 存.

1

2

丙」

barsyUonunこayt6質o戯 一qa'Y(..)W[]

韮6i-kabh・g登bh?'D日(.)日(.)(.)口SKY

(_)(..)qusip(_.)b皿aわ'r§Un

-

∩
乙

3

虎 年 第十 月 二 十 四 日 に.

使 臣 に与 え るべ き1

… … ク シ が … ・と と もに供 出 せ よ .

[語 註]

11r1,'Y(_)【 】3使臣 の 人 名 で あ る こ と は疑 い な い.

11r2,P'D【 】し)=数 詞bir「1」 に続 くの で,何 らか の 単 位 とす れ ば,重 量 単 位

baσman～batman[語 註5r8]か,あ る い はpa⑪ ～pa症r「鉢(<sogd.p'枕r<skt

p甜a)」[ED,p.307]の い ず れ か に違 い な い.pa雌 はSUKLo27(lines5,6,7)で 胡

麻 の 計 量 に用 い られ て お り,護[1997,pp.356-357】 が これ を容 量 単 位 とみ な し

た の に対 し,山 田 口V,pp.108-10g]は 慎 重 論 を唱 え た.し か し,も し公 文書 で

あ る本 文 書 で供 出 物 件 の 数量 を示 す た め に用 い られ て い た とす れ ば,ま さ し く

容 量単 位 と して の用 例 とな る だ ろ う.
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Text12U5297(TM110,D168(?))BBAW

[解説 】 年 月 日不 明,駅 伝 馬 ・馬 夫 供 出命 令,駅 伝 馬供 出 に よる番役 代 納 命 令 .

[研 究]ETHV,p.36[213165];Ziemel974,p.300.

[備考]213×27.Ocm.Chamoisα ～beigecla廿.左 ・右 下 訣(右 端 あ り) .粗 い 漉

き縞(4/cm)の あ る不 均 質 な 中下 質 の紙.現 在 は 台紙 に貼 付 保 存.
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【missi皿9]

【lbhr9血(.)[]

(・・)[](,.){1ybh●ulaγ[」

6dam臓ybh噸ulaγ(.)[]

賦ybh'ulaγk61pasa丘Y

nybh'ulaγqo蓉ung-tn

nybjぼ 皿laγk曲ntap面

血ybkulaγmayaqbnkan

ほybirulaγ わa悔qquli

ほyb血rulaγnoy血saliリ ノ

aybj血'ulaγbhz面n

ゆyapab

ka§ig-tinba～laqqulf肛y

mayaqb直kan逓yb澱ulaγ δf

b血zUnyan-a圧 】

bhulaγb血 噛p[】

k盗sig-k註tutzun

ー

ハ∠

[前 鋏]

・… 与 える べ き … ・

・… 戸 は1(頭 の)駅 伝 馬 … ・
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オ デ ム戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,… ・

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,キ ョル ペ=サ リ グ

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,コ シ ュ ン グ=タ ン

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,キ ュ ン=タ ブ ミ シ ュ

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,マ ヤ ク=ビ ュケ ン

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,バ チ ャ ク=ク リ

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬,ノ イ ン=サ リ グ

戸 は1(頭 の)駅 伝 馬 を供 出 せ よ.

等 し くす べ て供 出せ よ.

番 役 以 外 にバ チ ャク=ク リ戸 が

マ ヤ ク=ビ ュ ケ ン戸 と と も に馬 夫 を

供 出せ よ.ま た,[が]

1(頭 の)駅 伝 馬 を[供 出 し,第 □]

番 役 に[充 当せ よ.]

[語 註]

12r2,ulaγ:>mong.u董aγa.テ ユ ル ク 語 で は 「駅 伝 馬 」 な い し 「駄 獣 」 を 意 味 す

る[ED,p.136;TMENII,pp.102-107,Nr.521;c£OTWF,pp.212-213;荒 川1994,

p.8&n,21].モ ン ゴ ル 期 の 蒙 漢 合 壁 碑 文 や 『至 元 訳 語 』『元 朝 秘 史 』 な ど で は

い ず れ も 「鋪 馬 」と対 訳 さ れ る の で,本 処 で も乗 用 馬 と考 え て お く.な お,ウ イ

グ ル 文 書 中 に は 猫k(～ 益蓉gak)ulaγ と 熟 し て 「荷 駄 ロ バ 」を 意 味 す る 例(e.g.SUK

RH14,line3;URD,No.4,lines7,10,11)も あ る.

12r7・8,maya⑪ 血k伽 血y31inel3に も 現 れ る.ま た,語 註7r5参 照.

12r11,捕zyapab=t睦zは``level,flat,even;equal,impartial"[ED,P571],yapaは

"ganz
,alles"[BTHII,p.40,n.276]の 意.ウ イ グ ル 語 支 出 リ ス ト様 文 書 な ど で

は,Pコb1文 字 でbirdim「 与 え た 」の 略 筆 とす る例 が 散 見 す る が[e.g.U5311

=USpgl=Raschmam1995,Nr.27;U5960,U6189,Ch1U6851,Ch/U6986,Ch/U
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7012,Ch/U7345,Ch/U7481,Ch/U7491=Rasc㎞ann1995,Nm.46,53,58,60,62,

66,71,72;Zieme1997,p。441,Ch/U7145],本 処 の文 脈 で は適 合 し ない.筆 者

は,本 処 のbをbirzOn「 供 出せ よ」の 略筆 とみ な し,tnzyapab(irznn)全 体 で1ine

10ま で に言 及 され た 諸 人 戸 に対 し「等 し く(1頭 ず つ の 駅伝 馬 を,供 出 負 担 者

が)す べ て供 出 せ よ」と命 令 す る もの とみ る[cf語 註3r4a].た だ し,t直zyapa

がtU加yapa「 す べ て 」【e.9.BTrXIII,Text50,linel9;Abhi.,1血es62,3065,3121,B

335]と 同 義 とな っ て い る可 能 性 もあ る が,全 体 の文 意 に は大 差 は な い.

12r12・14=本 稿 第3節(4)参 照.

12r13,ulaγ ～艶 語 中の 一L一は破 損 してい るが,こ の復 元 は確 実 で あ る..ulaγ に

職 掌 を表 わす 接 尾 辞+己iが 接 続 した もの(一mong.ulaγd～ula'aこi>chin.兀 刺

赤).ウ イ グル 文 書 で はCh/U7012(line6)にordu-qabiru童aγ 遡b「 オ ル ド(本

営)に1(人 の)馬 央 を供 出 した」 と在 証 さ れ る[BTrXIV,Taf.VI].

本 文 書 は,複 数 の戸 に対 して駅 伝 馬 の供 出 を命 じ,さ らに そ の 中 の い くつ か

の 戸 か らulaγ乙五を も徴 発 して,そ れ らの駅 伝 馬 を利 用 す る 際 の引 送 ・道 案 内 ・

駅 伝 馬 の 世 話 を命 じて い る もの と思 わ れ る.こ の点 で,ulaγ α 〉兀 刺 赤 が 「一

介 の 馬 夫 」で あ り,そ の 主 要 な任 務 を使 臣 の往 来 や 官 物 ・進 呈 品等 の輸 送 に 際

して の 引 送 と結 論 した 羽 田亨[1957,pp.68-70】 説 を裏 付 け る もの とい え る.

12r14・163訣 落 部 は 文 脈 か ら補 っ た[本 稿 第3節(1)・(4)].Linel4行 末 に は,

番 役 代 納 を命 令 され た供 出負 担 者 名 が あ っ た と推 測 され る.な お,linel6は 紙

の右 端 い っ ぱ い に書 か れ て お り,linesl4-16が 本 来 の命 令 文(1ine14のbirznn

まで)よ りも後 に 追加 され た可 能 性 を示 唆 す る[c£ 語 註2r19・20,5r8].

Text13u5323(T皿D148c1)BBAW

[解説]某 年12月 某 日付,肉 ・ブ ドウ酒 供 出命 令.

[研 究]Zieme1974,P.300.

[備考]高 昌故 城 出土.14.8×13.5cm.Beigeclak～chamoisα.上 ・下 鉄.漉 き

縞(5/cm)の あ る不 均 質 な 中下 質 の紙.現 在 は 台 紙 に貼 付 保 存.
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3

4
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6

[]yπ ～ix話ptay(..)[】

[]一V》Tba忌 一liγ(..)[]

[]quσluγqy-aWC目

[]bhrip'a¢(.)[】(.)[]

bor-nlbal～ 三u叫yP(_)[]

[]borsanihdatu(重sun

1

【∠

3

4

5

10

[□年]戒 月(=第 十 二 月)[□ 日に.]… ・

… ・を頭 とす る ・…

… ・ク トル グ=カ ヤ … ・

… ・を与 え て
,肉 ・…

… ・ブ ドウ酒 をバ ル チ ュ 戸 が ・…

・… ブ ドウ酒 の帳 簿 に 記録[せ よ] .

[語註]

13r6,borsanhdatu¢ §un3sanの 原 義 は 「数 」だ が,本 処 お よ びText14(1ine6)

で は 「帳 簿 」の意 と考 え てお く[ETHV,p.70,VII(TM68);梅 村1981,p.60&n.

22;多 魯 坤 ・梅 村 ・森 安1990,pp。24-25].た だ し,ジ ョチ 冨ウ ル ス の テ ユ ル ク

語 命 令 文 書 で は,sanとtUtUnと が 熟 したtnt並nsanで 税 目名 称 とな る例 もあ る

の で[Muhamedyaov&V緬ryl987,p.198],本 処 で もborsanで 「ブ ドウ酒 税 」

を意 味 す る可 能 性 もあ る.

Text14U5324(THI)148c2)BBAW

[解 説]某 年8月4日 付,衣 服 用(yoγ1uq)棉 布 供 出 命 令.Raschmann【1995,p.

124]が 「売 買 文 書(Verkaufsdokument)」 と す る の は 誤 り.

[転 写]Raschmannl995,pp.124-125,Nr.29(Hlles2-3,6-7).

[研 究]ETHV[243】;Ziemel974,p.300;Rasc㎞1an111995,p.58.
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[備 考]高 昌 故 城 出土.17.5×14.lcm.Chamoisα ～beigeclair.上 鉄.粗 い 漉 き

縞(4/cm)の あ る不 均 質 な 中下 質 の 紙.現 在 は台 紙 に貼 付 保 存.
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[]yns滋 証zh1～5ayt6rtyngiqa

[]bilaa且xo～la-qab廿9U

[]yoγ1uqb6z一 戯borluq

aγi之一血一血 碁rslan69註

vaxar-liγborluqsi血sidutan

わ廿yoγluqb6zbhrS血nsan_血

[1yoγ1uqb6zb皿abirS紅n

1

∩∠

3

4

5

10

7
'

[□年]第 入月初(旬 の)四 日に.

・… とともにアル=ホ チャに与えるべ き

… ・布地用棉布のうち,ブ ドウ園

[アギズ税]以 外に,ア ルスラン=オ ゲ

[寺院】のブ ドウ園(の)シ ンシ ドゥ=タ ンが

1布 地用棉布 を供出せよ.そ の帳簿

… ・布地用棉布 とともに供出せ よ.

[語註]

14r3・4,borluαaγ 萱z{h・tfn=aγizはSUKMi20(hnel3)のboduqaγ 並 とい う用 例

か ら補 う.本 稿 第3節(4)お よ び語 註2r4を 参 照.

14r4・5,興rs且an6g謎vaxar・ 町borluα=qrs蓋anの 字 形 はSUKMi31(linel7)の 例 に

酷 似 して い る.6gaは 漠 北 ウ イ グル 時代 か ら現 れ る有 名 な称 号 で あ る[e.g.DTS,

p.379;ED,p.101].Line5行 頭 のvaxarはText4(Hnes5,13)のvaxar-hγborluq

を参 考 に して補 っ た.本 処 で は,元 来 人 名 で あ っ たaslan6gaが,仏 寺 名 称 と

な っ て い る と考 え る.麹 氏 高 昌 国 時代 ～唐 代 の トゥル フ ァ ン盆地 内 の 仏 寺 名称

(49)



が,多 くの場 合,仏 寺 を建 立 した豪 族 の 姓 ・姓 名 を冠 して い た こ と も想 起 す べ

きで あ る[町 田1990,pp.38-40].

14r5,s董血sidutan:こ の 人 名 は べ ゼ ク リク 出 土 「仏 教 尊 像 受 領 命 令 文書 」(hnes

3-4)に も現 れ,sinsiduだ け な らSUKSal5(lines8,12)に も現 れ る.2語 目の

tanが 人 名 要 素 なの か 位 奪 格 語 尾 な の か は,本 処 で もき わめ て 判 定 し難 い[cf多

魯 坤 ・梅 村 ・森 安1990,pp.15,17,27].

14r6a,yαY置uαbδz=Rasc㎞ 鍵m[1995,p.58]が 「布 地 用(fUrT6cher)棉 布 」 と解

釈 す る の に 従 うが,そ の 実 態 につ い て は今 後 の検 討 が 必 要 で あ る.

14r6b,san・ 血:Raschmann[1995]に 従 う.s紐 につ い て は語 註13r6参 照.

Text15u5510(m920)BBAw

[解説]年 月 日不 明,蒸 留 酒(araqD供 出 命 令.

[研 究]Zieme1974,p.300;Ziemel997,pp.443-444.

[備考]17.2×26.5cmChamoisα.左 ・右 上 鉄(た だ し右 端 あ り).下 端 は裏 側

に折 り返 し.粗 い漉 き縞(4/cm)の あ る不 均 質 な 中下 質 の紙.現 在 は ガ ラ ス

保 存.
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[missingl

【 】わi15[]

(_)L[](.)Y泌tambinaraqf

saba-sfb韮 註s∫basal

肛～it㎞binaraqisaba-sib皿a

satbabuq-a血 ～三伽 わinaraqf

saba-sfb丑abuyan-aor40q

"R(
_)[1(.)nこ 伽binaraqI

saba-siわ 泌PW(。)u¢maq雌 乙

t註Illbinaraqlsaba-sibila
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qy-aoγh髄 乙 ㎞binalaqi

sabα 一sibil翻 且ambiahgguy
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[前 訣]

で・…

… …3テ ムビンの蒸留酒を

その皮袋と共に,サ トバ=サ ルは

3テ ムビンの蒸留酒をその皮袋 と共に,

サ トバ需ブカは3テ ムビンの蒸留酒を

その皮袋 と共に,ブ ヤナ=オ ル トクは

3テ ムビンの蒸留酒を

その皮袋と共に,… ・ウ トマクは3

テムビンの蒸留酒をその皮袋 と共に,

ケセネ=カ ヤは3テ ムビンの蒸留酒を

その皮袋 と共に,カ ラ=カ ヤは3

テムビンの蒸留酒をその皮袋と共に,タ シュ=

=カ ヤ=オ グリは3テ ムビンの蒸留酒を

その皮袋 と共に,ラ ムビ=ア ンググイは

[3テ ムビンの]蒸 留酒をその皮袋
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[と 共 に,… … は]3テ ム ビ ンの 蒸 留 酒 を

[そ の皮 袋 と共 に,]ラ ム ビ=オ グ リュ ンチ は

[3テ ム ビ ンの]蒸 留 酒 を[そ の]皮 袋

[と 共 に 供 出]せ よ.

[語註]

15r2・3,龍 繊mbinaraq了saba・"bi1謎=周 知 の 通 り,t注mbin「 テ ム ビ ン」は 液 量 単

位 で あ り,30tambinでlqapに 相 当す る[山[HIV,pp.180-182;YamadaXII,pp.

493-495],araqf,sabaは そ れ ぞ れ 「蒸 留 酒 」「皮 袋 」の 意[語 註4r7・8].Text4や

モ ン ゴ ル語 文 書BITXVI,Nr74(1ine10)で はsabaが 液 量 単 位 的 に 用 い られ て

い た の に対 し,本 文 書 で は容 器 そ の もの を さ して い る.同 時 に供 出 され る 「3

テ ム ビ ンの 蒸 留 酒 」を入 れ る こ と を明 示 す る た め,人 称 語 尾+slが 接 続 して い

るの で あ ろ う[c£Ziemel997,pp.443-444].逆 に筆 者 は,本 文 書 の 用 例 か ら,

液 量 単 位 と して のsabaは3テ ム ビ ン に相 当 した と推 測 す る.

15r3,stbasal=stbaは 不 明 瞭 で あ る が,次 註 に み るsatbaと 同 じ人 名 要 素 とみ

て補 っ た.ま た,語 註4r10も 参 照.

15r5,satbabuqa=satba～stbaは,サ ンク トペ テ ル ブ ル グ所 蔵 の リス ト文 書SI

K:r.IV420(line8)でTugusheva[lgg6,Text4]がsatrbaと 読 ん でい る人 名 要素 と同

じもの と思 わ れ る.本 処 で は語 頭 のS一 の 部分 は半 円状 の墨 勾 で 囲 わ れ て い る.

15r6,b"yan・aor"{刈=orσoq～o並oqに つ い て は語 註2r6c参 照.本 処 で は 「ブ ヤ

ナ(と い う名 の)オ ル トク」の意 か[c£ 森 安1997a,p.29;森 安1997d,p.113].

15r11,αar・aqay・a3語 註6r7参 照.

15r14,a血gguy31ambl6gr血nこ(linel7)の 例 と比 較 す れ ば,こ れ も人 名 と思 わ れ

る.お そ ら く漢 語 起 源 で あ ろ う.

15r15・193テ キ ス ト破 損 部 分 を文 脈 か ら復 元 した.Line19現 存 部 に は埋 め 草

と して長 く引 き伸 ば さ れ た文 字 が見 え,こ れ が命 令 文 言 末 尾 の(一zu/-z① 且で あ

る こ とは確 実.仮 にbhz註nを 補 う.
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語 彙 索 引

見 出 し語 は標 準的発音表記(mnsc亘ption)で 示 し,次 に和訳 を付 す.PNは 人名要 素,

ONは 地名 を表 わす.語 註 を参照す る必要 があ る場合,そ の語註番号 を 【...】と して示 す

(1文 書の みに在 証 され る場合 は省略す る).当 該語彙 の在証箇所 を示 す4桁 の数字 は,

前2桁 が 本稿 でのテ キス ト番号(1・15)に対応 し,後2桁 が各 テキス ト内の行番号 に対応

す る.在 証例 はテキス ト中の形式 によって提示 し,名 詞の場合 はi接尾辞,動 詞 の場合 は

活用語尾 も示 す。

aγizア ギ ズ 税(税 目

名 称)[2r4】

0204aγiz-in・tin

1404aγiz-in_t五n

alPN

1402al

al・ 取 る,受 領 す る;

迎 え る[1r4】

0220alγu

O104al1p

O304a晦

0403a1董p

a圃 六

〇102altI

O211alt1

0214alti

O901a置ti

a】而血 下 等 の 【9r4】

0203aldIn

O306aldin

O604aldin

O605a璽dln

O606aldin

O704aldin

O803aldin

O904aldin

a1倣 亘ζ 第 六 の

0401altin～ …

angguyPN

1514a血gguy

anuI・ 準 備 す る

0502anロ 〔ヌup

araq軍 蒸 留 酒i4r7・8】

0408araqi

O410araqi

0414araq董

0417araqi

O420araqi

1502araqi

l504araqi

1505araqi

1507aτaqi

1509aどaq芝

1510araqi

1512araqi

15131町aqi

1515araqi

I516araqi

l5且8araq1

arγmPN

O418arYun

arslanPN

1404a虻slan

a`ayPN

O802atay-qa

ay月

0101ay

O201ay

O301ay

O401ay

O501ay

O601ay

O701ay

O801ay

O901ay

lOOIay

1101ay

l301ay

1401ay

a加nPN

0217a蓉un

誠lPN

O902削

義田5PN

O416装1ik

百r血虚崩PN

O802… ヒink栃

配 肉

1304'註d

b→bな 一

baさaqPN

1208baζ …aq

1212ba6aq

ba1さuPN

l305balこu

bar・ 行 く

0403barγu

O703barどu

bars虎,寅

1101bars

b蕗 第 一 の;頭

0706baヨ

1004ba蓉

ba善謄Y～ を は じめ と

す る[1r3司

OlO3ba忌 。liγ

0303ba蓉 一1iγ

1302ba首 一liγ

ba前1PN

O404ba醐

ba¢ma皿 バ トマ ン(重

量単 位)

0508badman

胎gベ グ,官 員;PN

O419bag

(53)

0802bag-k江

0103b註g-1激 一ni

O303b盗g-1翫 一k註

0402b註g-ning

b蕊kiPN

O802b益ki

b践k崩zPN

O605b浅k逝z

b雌 ～ と共 に;あ わ

せ て,合 計

0206b皿 註

0208bi1註

0211bU証

0212bU義

0214bH盗

0215b皿a

O216bua

O217b韮a

O218b肱

0219bila

O407b孟1a

O410bila

O414b江a

O416bila

O417bila

O419b江a

O505b通a

O506b且 証

0507bm

O606bi15

0608bm

O903b甑

1103bila

1213b鯉 註

1402b量1法



07

飢

03

㏄

06

08

09

11

12

14

16

17

19

一

〇6

但

06

08

06

07

10

14

16

18

餌

05

06

07

01

03

餌

05

05

06

06

07

08

08

09

01

㏄

05

06

03

03

1

2

3

3

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

8

9

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

亘

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

肚b

謡

義

"a

囲a

"a

開a

閃a

a

"a

開a

開a

"a

腸a

U

U

U

皿

皿

皿

皿

皿

n

U

皿

浬

証

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

■『

.K

.K

.聡

.皿

.E

■皿

■π

.π

.皿

.π

.『

.∬

.π

.皿

.罵

.π

。江

.π

'『

■『

'『

・『

'建

.π

.π

.π

.賦

■口

.K

.厭

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

b

臣

隠

臣

比
擁

蓋

隠

論

b
隠

躍

噸
潔

誌

認

誌

膣

㎞
藷

鵠

認

鵠

励
繭
認

餌

05

06

07

08

09

10

15

06

与

肚

11

03

03

03

02

01

02

06

07

09

06

偶

05

03

15

㏄

10

14

19

16

19

17

20

08

08

10

03

06

07

五

1

2

2

3

0

0

0

0

0

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

.,

2

6

8

9

1

2

4

1

3

3

7

8

9

0

2

3

2

2

5

2

2

4

4

5

5

6

1

4

4

1

正

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

並

る

1

0

0

0

1

1

1

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

騰

b

b

与 え る,供 出す

b血z廿n【12r11】

0207bi§

0208bi蓉

0508bi蓉

b淵nζ 第5の

0804bi蓉inこ

bo1・ な る,あ る

0220bold置

borブ ドウ酒

脱

珊
獅

脇
脳

獅
塒

獅

㎎
価
覗

鵜

鵬
輔
姻

姐
棉

劔

輔
弼

朝
こ

㎜
伽

曲
川

一
加

那

鋭

㎜

兜
獅

痴

輔

躯

0

0

1

0

0

1

0

0

n

O

O

O

l

1

0

0

Z

O

1

1

1

・oo

bδ

0

0

d

O

q

O

O

O

O

O

l

y

O

O

O

㎞

㎞

㎞

㎞

bor

bor

bor

bor-ni

bor-ni

bor-ni

bor-ta

bor-ta

ブ ド ウ 園

borluq

bo血q

borluq

borluq

bOIluq

borluq-qa

borluq-tin

;棉 製 の

b6z

b6z

bδz

b6z.t五

;こ の

bu

bu

PN

budasin

buq-a

buq-a

bロq・a

buq-a

buq・a

buq-a

PN

buyan

.buyan

buyan

(54)

0419buyan

buyanaPN

1506buyan-a

buyan加PN

O208buyanσu

b血k互nPN

O105bnkan

O705bOk知

1207bUkan

1213bnkan

b撮 血・・ 調 達 す る,

え る

1003b雌 σ髄r廿p

乙ax謹pt→ ～ix乱Lpt

6謎6謎gt髄PN

O409～5惑 ……Lg(1弧

こi皿PN

O209

さu▼al

O703

0704

0705

0706

…x蓉apt

(一

〇301

0901

0801

1301

darma

O607

da導

0207

d互9舗y

O610

0603

id・

0203

1dura

O213

hanこ

0504

覚 犬,

0401

0501

揃

乙1n

布 袋

6uva且

乙uva艮

こuvaI

こuval

こx甑ptay戒 月

第 十 二 月)

こx蓉apt

こax蓉pt

こx蓉pt

こx蓉pt

PN

darm.a

PN

婁a蓉

上 着

ζag削ay

輿9飢ay-ni

送 る

fdγu

PN

idur.a

PN

inanこ

戌

it

lt



0601it

O701it

O801it

i6・ 飲 む

1002i乙gO

iki

O104掴d

O208迭i

O305期(i

O305汰i

O401iki

O607丑 【i

O608逓d

皿6i使 臣,使 者

0702i1こi

O602皿 ～三i-k五

〇902旺 ～ii-ka

l102皿 ～…i-ka

面gPN?

0411isig

kari皿paPN

O206karinpa

k湘m註PN

O402k註dm註

鴎p5zhg棉 入 りの

0609kapa乞1ig

k釜s義n謡PN

1510k翫s血 一a

k謎zig番 役(輪 番 制

の徳 役)[1r7】

0706k犯ig-ka

O107ka寧ig-ka

O307kま 睾ig-k益

0310k掬ig-ka

O805k五 睾ig-ka

O905k証 §ig-ka

lOO4ka§ig-k註

1216ka寧ig.ka

l212kasig-tin

kδ叩 釜PN

l204k6甲 設

k測k→k血rk

k血1PN

l206k繭n

k輯rk毛 皮 の

0603

0609

k崩sk範

0901

㎞ma

O206

1amb『

0415

1514

1517

1baγ

0505

hsung

k曲虚

k田k【sicj

鼠,子

k曲skO

PN

豆am-a

PN[4ri5】

lam焼

董ambi

lalnbi

PN

且baγ

リ ス ン グ(仏

寺 の 名 称)

04131isung

m装 ～ も

0309m一 註

0508皿 一註

man鼠anマ ニ ス タ ン

(マ ニ 教 な い し仏 教

の 寺 院)

0408

mausi

O605

mayaq

O705

1207

1213
　リ リ　　

mamug

O506

血

0216

0218

0508

0219

0203

皿6ngk装

OlG2

曲n

花 押:

0402

man亘S¢an-liγ

PN

mausi

PN

麺粉,

1nayaq

mayaq

mayaq

PN

ロロ 　 ロ　

mancug

小 麦 粉

min

min

min
.
min.lhr.ni

min-tti

PN

m6ngklj

ニ シ ャ ン印,略

印 つ き の文 書

ni蓉an

nomqu直PN

O406nomquli

noqoyPN

O302noqoy

noyinノ イ ン(=ノ

ヤ ン),遊 牧 貴 族;

PN【5r4】

0504noyin

1209noyin

oγ賦PN

0507

0605

1513

0n十

〇202

0218

0nunさ

0307

1101

0rtoq

oγ1i

OY監

oγIi

約 相 手,

トナ ー,

Pr6c】

on

on

第 十 の

onunこ

onun乙

オ ル トク,契

仲 間,パ ー

共 同 出資 者

15060r(重oq

O2060rqoqi

O2070r{重oqi

O2100rqoqi

O2120rdoqi

O2130rσoqI

O2150rσoqi

O2170rqoqi

otuz一 十

〇7020duz-qa

lOOIo4uz-qa

11010¢uz-qa

6d瓢mPN

12036dam

δ9互PN

14040g盗

69勘 渠

0412

　コ のコ リ

09「unc

l517

0gd曲1

0416

6面m捲

0604

qabi'

0306

ogan

PN

　　 ロロ 　

09「unc

PN

6gd邑n

PN

6d枷 蓉
レ

PN

qabi

(55)

qanカ ン,君 主

0203qan州qa

qap皮 袋;カ ブ(液

量 単位)

0104qap

O106qap

O305qap

O308qap

O803qap

O903qap

1002qap

qaraPN

O302qar-a

O607qa面 一a

1511q肛 一a

qayaPN

0607

1511

0213

0403

0418

0419

0604

1303

1510

1513

頑fv吉

0412

qoh底

qay'a

qay'a

qy-a

qy-a

qy冒a

qy'a

qy冒a

qy'a

qy'a

qy'a

;ON

qlv

コルシュ税(税

目名称)

0903

qopuz

O503
り

qosung

1205

qolU話

PN

qoyn羊

0305

0306

0507

0502

qu鉦PN

O214

1208

1212

q㎜

qopuz

PN

qosung

qoyn

qoyn

qoyn

qoyn-ta

quh

quli

quh

砂;ON



0412qum

qus置PN

1103

qut且uγ

0205

1003

1303

qu▼「aγ

0214

qya→

saba 皮 袋

[4r7・8】

㎝
識

號

㎜
灘

罐

器

…
蕗

諜

…
澱

聯
議

㎜
機

㎜
智

諜

器

閲

閲

閲

訟

訟

qusl

PN

quqluγ

qudluγ

quσ1uγ

PN

quvraγ

qaya

;液 量 単 位

saba

saba

saba

saba

saba

saba-si

saba.si

saba-si

saba-si

saba.si

saba-si

saba.si

saba-sl

saba-si

saba-si

saba-si

saI

sa1

;帳 簿 【13r6】

san"in

sallinda

PN

sariγ

sariγ

sariγ

sariγ

PN

satba

stba

第八 の

S測dzinこ

sakisin6

0206

0207

0208

0209

0210

0211

0212

0214

0216

0218

tanPN

1405

1205

s血gg血gON(<chin.

新 興:現 在 の セ ンギ

ム=勝 金sanggim)

0506sing'ging_lig

s血siduPN

1405sihsidu

stba→satba

suq・ 挿 入 す る

0703suqup

s崩衡9甘 い ブ ドウ酒;

ブ ドウ漿

1002s働9-ni

蓉aPN

O407蓉 一a.

醐aPN;持 戒 者,律

師;仏 僧

0209蓉Ha

O217甜a

葦」皿g升,容 量 単 位
》 噛

tapm'膳

1206

taqfγu

O201

0301

0101

tar管γ

0204

ta蓉PN

O210

0219

0409

1512

Smg

リ コ

Smg

リロ

Smg

り　

slng

　ロ

smg

り 　

Smg

ソ　

Slng

リ ロ

Slng

ソ　

Slng

ワコ

smg

tan

m

穀物

PN

tapmi忌

鶏,酉

taqiγu

taq1γu

tqiγu

;主 穀

tariγ

ta蓉

taヨ

ta忌

taヨ

頓mbinテ ムビン(液

量単位)

1502t註 且nbin

1504ta星 皿bin

1505t㎞bin

1507t㎞b五n

1509t㎞bin

1510t註mbin

l512t註mbin

1513tambin

1515t㎞bin

1516t㎞bin

1518t㎞bin

蠣m血PN

O205tam邑r

O209tam崩r

O415tam騒r

O503tam廿r

O602tal皿Ur

O604t銭nl茸r

O102tln茸r

O418.tmOr

戯ngb脳 平 等 に

0304tngbila

tm崩r→ 戯m崩r

tn

(?)

→ 軸n

Ingb皿 註 → ¢互ngb皿5

ton衣 服

0606

0608

0609

toqUZ

O801

toquzun～1

0905

0101

toqzun乙

toy宴

1002

朔 瓢kPN

ton

ton

ton-qa

九

toqUZ

第 九 の

り
toquzunc

toq寧un6

→toquzuni

会

toy-qa

0210

0409

0415

めrt四

〇209

t6猶k

t61ak

t6且註k

t6震

(56)

0601t6貢

1101t6rt

1401t6rt

tq1YU→taq恥

tuPN

O406tu

tur・(継 続 の 助 動 詞)

0502turγu

伽r雌PN

O213加rmi6

0419turmi§

tut一 充 当す る;保 持

す る,

0107

0805

1216

0906

0308

0310

0707

1004

1306

1輯獣am血

0407

t血¢萌n

(税 目名 称)【5r3】

0503tUdOn.tin

O603t雌d崩n_tin

t血Z等 し く

1211岱z

ud牛,丑

1001ud

u且aγ 駅伝 馬;駄 獣

1202

1203

1204

1205

1206

1207

1208

1209

1210

1215

ulaγ猷●

1213

記 録 す る

tutzun

tutzun

tutzun

tudzun

tuφ宰un

tu4寧un

tu肉un

tu4寧un

tud5un

PN

t雌d釜mn【・

トゥ ト ゥ ン税

ulaγ

ulaγ

ulaγ

ulaY

u星aγ

ulaγ

ulaγ

ulaγ

ulaγ

ulaγ

馬 夫

ulaγ こi



utm戯qPN

1508uσmaq

uyaruPN

O205uya皿

uzat・ 送 り 出す,見

送 る

0104u興 γu

驚 三

〇205配

0212萌6

0703藤 乙

1002龍

1502繭 乙

1504筋 こ

1505曲 こ

1507萌 こ

1508配

15100己

1511配

1513n乙

1515nこ

1516配

1518並 乙

範…iPN

O505Uこi

撹 髄n… 第 三 の

OlO6直 己Unこ

03090乙Onこ

髄n・ 出発 す る,出 る

0304邑ng肚
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